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５月臨時会や６月定例会の内容をお伝えします
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ドできます

表紙：議会構成が変更になりました

　
本
号
も
最
後
ま
で
お
読
み
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
日
々
の
暮

ら
し
に
直
結
す
る
議
会
の
動
き
を
、
少
し

で
も
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
た
な
ら

幸
い
で
す
。
引
き
続
き
、
住
民
の
皆
さ
ま

の
声
を
大
切
に
、
議
会
活
動
の
「
見
え
る

化
」
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も
ご

意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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広報委員

小口資金等融資審査会
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大阪・関西万博に関する自治体向け研修
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長野原町農畜産物ブランド化推進業務委託

プロポーザル審査会

北軽井沢観光協会第51回通常総会

議会運営委員会

吾妻郡町村議会議長会定例総会

吾妻郡町村議会議長会情報交換会

八ッ場ダム点検大放流フェス

アサマミーティング

全国町村議会議長会主催町村議長・副議長研修会

上信自動車道建設促進期成同盟会会計監査

国道292号バイパス建設促進期成同盟会会計監査

吾妻林業振興協会会計監査

群馬県町村議会議長会理事会

臨時総会及び町村議会議長・事務局長研修会

社会福祉協議会理事会
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令和７年６月第２回長野原町議会定例会

令和７年６月第２回長野原町議会定例会２日目

吾妻郡租税教育推進協議会定期総会

吾妻振興局懇談会

令和７年吾妻広域町村圏振興整備組合議会

令和７年度吾妻郡林業振興協会総会

令和７年度吾妻郡郷土緑化推進委員会通常総会

群馬県市町村振興協会定時評議員会

国道146号軽井沢バイパス建設等期成同盟会総会

社会を明るくする運動長野原町推進委員会

田村家合同葬儀

長野原町民政委員推薦会

西吾妻環境衛生施設組合議会

西吾妻環境施設組合議会

第２回西吾妻福祉病院組合管理運営協議会

令和７年６月第１回西吾妻福祉病院組合議会臨時会

にしあがつま福祉会評議員会

3日

13日

16日

19日

23日

24日

25日

29日

30日

６月

７月

議会の主な活動 議員や議会は何してるの？という声を聞きます。

ここでは、議員や議会の主な活動状況をお知らせします。議会の主な活動 議員や議会は何してるの？という声を聞きます。

ここでは、議員や議会の主な活動状況をお知らせします。

表紙の写真
令和７年５月臨時会にお
いて議会構成が変更と
なり、議員全員及び町長
の集合写真です。

編集後記

お詫びと訂正
議会だよりNo.143におきまして、下記のとおり訂正し、

お詫び申し上げます。

報酬額（年額）
階級名

班　長

団　員

改正前  

40,000円

30,000円

改正後  

50,000円

36,500円

報酬額（年額）
階級名

班　長

改正前  

40,000円

改正後  

36,500円

〔4頁 各階級の年額報酬〕



５月臨時会・６月定例会で

こんなことがきまりました

５月臨時会・６月定例会

発

　議

ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４４ ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４４３ ２

　専決処分   　　　　　………　２件

　発議　　　　　　　　………　３件

　委員選任　　　　　　………　３件

　その他　　　　　　　………　５件

合　　計        　………１３件

主なものを当㌻より掲載します。

行政報告   　　　　　………　３件

発議 　　  　　　　　………　２件

財産取得   　　　　　………　１件

条例改正   　　　　　………　４件

補正予算   　　　　　………　４件

その他　   　　　　　………　１件

合　　計   　　　　　………１５件

○５月臨時会（会期5/9） ○６月定例会（会期6/3ｰ13）

選

　任

補
欠
選
挙

関連㌻議 案 番 号 議　案　名 内　　容

■５月臨時会で可決した議案一覧

■６月定例会で可決した議案一覧

承

　認

選
挙

発
議

専決処分の承認（税条例の一部改正）

専決処分の承認
（国民健康保険税条例の一部改正）

議会改革特別委員会設置

副議長の選挙

議長の辞職及び議長選挙を行うことを求める
決議

議長不信任決議

常任委員会委員の選任

議会運営委員会委員の選任

特別委員会委員の選任

西吾妻衛生施設組合議会議員の補欠選挙

西吾妻環境衛生施設組合議会議員の補欠選挙

西吾妻福祉病院組合議会議員の補欠選挙

地方税法等の改正に伴い改正するもの

地方税法施行令及び国有資産等所在市町村交付金法施行令の
改正に伴い改正するもの

議会能力の強化と充実を図るため特別委員会を設置するもの

副議長の辞職に伴い選挙を実施するもの

慣例遵守を求めて提出するもの

当委員の任期満了に伴い選任するもの

議会改革特別委員会の設置及び議会構成変更に伴い選任するもの

議会構成変更に伴い、欠員が生じたため選任するもの

1号

2号

1号

1号

2号

3号

２号

3号

４号

ー

ー
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4ー5

6ー7
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　案

関連㌻議 案 番 号 議　案　名 内　　容

承
認

発

　議

議会傍聴規則の一部改正

令和６年度一般会計・２事業会計予算繰越明
許費繰越計算書の報告

議長不信任及び議長の辞職を求める決議

財産の取得（除雪ドーザーの購入）

長野原町と中之条町との間における教育に係
る事務の委託に関する協議

職員等の旅費に関する条例等の一部改正

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正

へき地診療所設置条例の一部改正

税条例の一部改正

令和７年度一般会計補正予算（第１号）

令和７年度介護保険特別会計補正予算
（第１号）

令和７年度水道事業会計補正予算（第１号）

令和７年度浅間高原水道事業会計補正予算
（第１号）

事業の年度内終了が困難であることから令和７年度に繰り越す費
用に関する計算書を提出するもの

標準町村議会傍聴規則の一部改正に伴い、住民に開かれた議会の
実現の観点などから改正するもの

慣例遵守を求めて提出するもの

老朽化が著しい一台について更新するもの

令和８年４月より中之条町六合地区の中学生を受け入れるにあたり
規約を定めるもの

国家公務員等の旅費に関する法律の一部改正に伴い、改正するもの

医師の働き方における現状と実情を踏まえ改正するもの

診療所の移転に伴う住所及び診療日時の改正を行うもの

地方税法等の一部改正に伴い改正するもの

歳入歳出予算の総額に6833万1千円を加え、総額を53億9833
万3千円とする

歳入歳出予算の総額に106万6千円を加え、総額を7億3169万
1千円とする

資本的支出に852万5千円を追加し、資本的収入支出の合計を
2億9307万5千円とする

資本的支出に745万6千円を追加し、資本的支出の合計を
7809万9千とする
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条
例
改
正
４
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、
各
会
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補
正
予
算
４
件
な
ど
全
15

議
案
を
原
案
の
と
お
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決
し
ま
し
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に
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６
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は
、
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を
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日
か
ら
13
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ま
で
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日
間
と
し
て
、
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３
日
・
13
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に
本
会
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を
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し
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。
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学
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に
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合
中
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受
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　ま
た
、
５
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20
日
ま
で

に
受
理
さ
れ
た
請
願
・
陳

情
６
件
は
定
例
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初
日
に

各
常
任
委
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へ
付
託
さ

れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、

採
択
５
件
、
一
部
採
択
１

件
と
な
り
ま
し
た
。

（
関
連
10
㌻
）

　な
お
、
定
例
会
２
日
目

に
は
一
般
質
問
が
行
わ

れ
、
議
員
７
名
が
登
壇
し

ま
し
た
。

（
関
連
11
㌻
～
18
㌻
）

1号-3号

１号

２号

1号

2号

3号

4号

5号

6号

7号

8号

9号

10号



５月臨時会・６月定例会で

こんなことがきまりました

５月臨時会・６月定例会

発

　議

ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４４ ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４４３ ２

　専決処分   　　　　　………　２件

　発議　　　　　　　　………　３件

　委員選任　　　　　　………　３件

　その他　　　　　　　………　５件

合　　計        　………１３件

主なものを当㌻より掲載します。

行政報告   　　　　　………　３件

発議 　　  　　　　　………　２件

財産取得   　　　　　………　１件

条例改正   　　　　　………　４件

補正予算   　　　　　………　４件

その他　   　　　　　………　１件

合　　計   　　　　　………１５件

○５月臨時会（会期5/9） ○６月定例会（会期6/3ｰ13）

選

　任

補
欠
選
挙

関連㌻議 案 番 号 議　案　名 内　　容

■５月臨時会で可決した議案一覧

■６月定例会で可決した議案一覧

承

　認

選
挙

発
議

専決処分の承認（税条例の一部改正）

専決処分の承認
（国民健康保険税条例の一部改正）

議会改革特別委員会設置

副議長の選挙

議長の辞職及び議長選挙を行うことを求める
決議

議長不信任決議

常任委員会委員の選任

議会運営委員会委員の選任

特別委員会委員の選任

西吾妻衛生施設組合議会議員の補欠選挙

西吾妻環境衛生施設組合議会議員の補欠選挙

西吾妻福祉病院組合議会議員の補欠選挙

地方税法等の改正に伴い改正するもの

地方税法施行令及び国有資産等所在市町村交付金法施行令の
改正に伴い改正するもの

議会能力の強化と充実を図るため特別委員会を設置するもの

副議長の辞職に伴い選挙を実施するもの

慣例遵守を求めて提出するもの

当委員の任期満了に伴い選任するもの

議会改革特別委員会の設置及び議会構成変更に伴い選任するもの

議会構成変更に伴い、欠員が生じたため選任するもの

1号

2号

1号

1号

2号

3号

２号

3号

４号

ー

ー

7

6

4ー5

6ー7

議

　案

関連㌻議 案 番 号 議　案　名 内　　容

承
認

発

　議

議会傍聴規則の一部改正

令和６年度一般会計・２事業会計予算繰越明
許費繰越計算書の報告

議長不信任及び議長の辞職を求める決議

財産の取得（除雪ドーザーの購入）

長野原町と中之条町との間における教育に係
る事務の委託に関する協議

職員等の旅費に関する条例等の一部改正

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正

へき地診療所設置条例の一部改正

税条例の一部改正

令和７年度一般会計補正予算（第１号）

令和７年度介護保険特別会計補正予算
（第１号）

令和７年度水道事業会計補正予算（第１号）

令和７年度浅間高原水道事業会計補正予算
（第１号）

事業の年度内終了が困難であることから令和７年度に繰り越す費
用に関する計算書を提出するもの

標準町村議会傍聴規則の一部改正に伴い、住民に開かれた議会の
実現の観点などから改正するもの

慣例遵守を求めて提出するもの

老朽化が著しい一台について更新するもの

令和８年４月より中之条町六合地区の中学生を受け入れるにあたり
規約を定めるもの

国家公務員等の旅費に関する法律の一部改正に伴い、改正するもの

医師の働き方における現状と実情を踏まえ改正するもの

診療所の移転に伴う住所及び診療日時の改正を行うもの

地方税法等の一部改正に伴い改正するもの

歳入歳出予算の総額に6833万1千円を加え、総額を53億9833
万3千円とする

歳入歳出予算の総額に106万6千円を加え、総額を7億3169万
1千円とする

資本的支出に852万5千円を追加し、資本的収入支出の合計を
2億9307万5千円とする

資本的支出に745万6千円を追加し、資本的支出の合計を
7809万9千とする

８

4ー5

8

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

　６
月
定
例
会
で
は
行
政

報
告
３
件
、
発
議
２
件
、

条
例
改
正
４
件
、
各
会
計

補
正
予
算
４
件
な
ど
全
15

議
案
を
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　定
例
会
初
日
に
は
、
中

之
条
町
と
の
間
に
お
け
る

教
育
に
係
る
事
務
の
委
託

（
六
合
中
学
生
の
受
け
入

れ
）
に
関
す
る
協
議
を
全

員
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。 ６

月
定
例
会
で

　
　
　
　全
案
件
可
決

　令
和
７
年
６
月
第
２
回
長
野
原
町
議
会
定
例
会
は
、

会
期
を
６
月
３
日
か
ら
13
日
ま
で
の
11
日
間
と
し
て
、

同
月
３
日
・
13
日
に
本
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

長
野
原
中
学
校
に

　六
合
中
生
受
け
入
れ

　ま
た
、
５
月
20
日
ま
で

に
受
理
さ
れ
た
請
願
・
陳

情
６
件
は
定
例
会
初
日
に

各
常
任
委
員
会
へ
付
託
さ

れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、

採
択
５
件
、
一
部
採
択
１

件
と
な
り
ま
し
た
。

（
関
連
10
㌻
）

　な
お
、
定
例
会
２
日
目

に
は
一
般
質
問
が
行
わ

れ
、
議
員
７
名
が
登
壇
し

ま
し
た
。

（
関
連
11
㌻
～
18
㌻
）

1号-3号

１号

２号

1号

2号

3号

4号

5号

6号

7号

8号

9号

10号



動議提出

ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４４ ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４４５ ４議員研修とは？

⇒行政視察のことです。

　行政視察は議員で相談し実施しています。

動議提出

動議
提出

発議
第2号

黒岩議長不信任決議
　　賛成多数で可決

　平素より長野原町議会へのご理解を賜り厚く御礼申し上げます。

　令和７年５月臨時会及び同年６月定例会において、議長不信任決議等合わせて３件の決

議が提出され、賛成多数で可決され議会が混乱して、新聞等で取り上げられました。

　この件につきまして、議会だよりを通して町民の皆様にご報告いたします。

　また、３件の決議につきましては、法的拘束力がないため、黒岩議長がそのまま議長職

を続けています。

解決に向け、話し合い継続中！
議案番号

発議第２号

発議第３号

発議第２号

議　案　名

議長の辞職及び議長選挙を行うことを求める決議

議長不信任決議

議長不信任及び議長の辞職を求める決議

賛成

７

７

５

反対

１

１

１

提　出

５月臨時会

５月臨時会

６月定例会

５月臨時会提出

議長の辞職及び議長選挙を行うことを求める決議

◆提出理由
　令和７年４月23日及び令和７年５月１日の

議員懇談会の中で、議長に立候補したい旨の

議員がいる中、９名の議員が議長の選挙を求

めている。

　慣例に従い、議長には辞職してもらい、公

正な選挙により次の議長を決めることを求め

ます。

◆賛成意見
　慣例を無視し、地方自治法に基づいたこと

でやるといったことには、納得できない。

　続投に関しての理由が示されていないとい

う理不尽なことがあって良いか。続投の理由

を示して、議員に対しての信任を受けること

が必要ではないか。

◆黒岩巧議長の弁明
　不信任の理由は慣例を破ったからというこ

とだが、地方自治法第１０３条第２項に議長

及び副議長の任期は議員の任期と規定されて

おり、選挙から次の選挙までの４年間であ

る。

　かつての議員定数はほとんどの自治体で今

の倍ほどで、議長ポストを多くの議員に回す

ために、慣例という名の下に地方自治法に反

し、１年又は２年で交代する例がある。議員

が最も重視すべきは法令遵守なのに、慣例で

長きに渡り法令違反をしてきたことに疑問を

感じていた。

　議長及び副議長の任期を４年以外にするな

ら、各自治体の実情に応じて、明文化するな

どの裏付けが必要であると考える。

可決

発議
第2号

６月定例会提出

議長不信任及び議長の辞職を求める決議

◆提出理由
　２年前選挙改選後の初議会で、他の議員の

推挙を得て議長に就任したにもかかわらず、

町議会の重要な申し合わせで正副議長は２年

を任期としてきた慣例を皆に相談することな

く、本年４月２３日の議員懇談会の席場で自

分に都合のいい解釈で議長の職に居座ってい

るのは、最大の裏切りであり信用できないた

め、すみやかに辞職を求めます。

◆賛成意見
　５月臨時議会の場で議長不信任決議等が可

決されましたが、この重大な決議に対しても

「法的拘束力は無い」の一点張りで、反省の

気持が全く見えない。かえって連日ＳＮＳ

で、自分自身の正当性を主張しているような

状態である。

　なぜ、議員の理解を得ようとしないので

しょうか？

◆黒岩巧議長の弁明
　提案者の不信任の理由は慣例を破った、そ

の１点しかないと思う。日本は法治国家であ

り、私は地方自治法に則った議長の任期の途

中であり、何ら違法なことは行っていない。

　長野原町議会の議長任期に関する慣例

は、私が議員になって以来、先輩議員から聞

いたことも書き記したものを見たこともな

い。慣例という曖昧なものを論拠に提案され

た決議案は、私の人生を左右しかねない大き

な問題の論拠としては脆弱すぎる。

　先月の臨時会に続いて、法的拘束力のない

決議案を提案するのは私に対するネガティブ

キャンペーン、嫌がらせに近いものを感じ

る。

　私のＳＮＳ・携帯電話・自宅の電話・役場に

は、お叱りや苦情の連絡は1件もなく、激励や

応援のメッセージが数多く届いているのが、

私の力になっている。

可決

発議
第3号

５月臨時会提出

議長不信任決議

◆提出理由
　他の議員の推挙によって議長の職に就いた
にもかかわらず、議員の求める民主的公正な
選挙を個人的な理由で拒否し、強引な運営を
する黒岩巧議長は信頼に値しない。
　慣例を重んじることがコンプライアンス違
反だというのであれば、議長任期を1年と決
めた群馬県議会ですら、コンプライアンス違
反だと言っているようなものである。断じて
これを容認することはできません。

◆賛成意見
　７月２日、３日、４日に議員研修を北海道
で行うということを発表して、文書配布した
が、議会の中で決めたわけではない。
　視察に行く場所、意味を皆さんと話し合い
ながら、了承をもらい決めていくべきであ
り、そういうことを無視してやる黒岩議長が
議長としてふさわしいのか疑問に思ってい
る。（議員で話し合い、北海道の行政視察を
行いました。）

◆黒岩巧議長の弁明

　議会の常識は世間の非常識などとやゆされ

るようなことは改めていかないと、とても住

民に開かれた議会、分かりやすい議会の実現

など、夢のまた夢に終わってしまうと危惧す

るところである。

　ブラックボックスの中で物事が決まるよう

なことや、旧態依然とした体制は改めていか

なければ、町のため、町民の皆さんのために

もならないと考えている。

　今回の私の決断は、熟慮に熟慮を重ねた結果

であり、何があっても、どんな逆風が吹こうと

も、決して退かず最後までやり抜く、私より上の

先輩世代、私たちの世代、私たちの下の世代、子

育て世代、若者世代、子供世代、全ての世代の

今後のために、今やれることをやるという不退

転の決意を持って臨んでいる。

　長野原町議会が町民に開かれたすばらしい

議会になることを願っています。

可決
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議案番号

発議第２号

発議第３号

発議第２号

議　案　名

議長の辞職及び議長選挙を行うことを求める決議

議長不信任決議

議長不信任及び議長の辞職を求める決議

賛成

７

７

５

反対

１

１

１

提　出

５月臨時会

５月臨時会

６月定例会

５月臨時会提出

議長の辞職及び議長選挙を行うことを求める決議

◆提出理由
　令和７年４月23日及び令和７年５月１日の

議員懇談会の中で、議長に立候補したい旨の
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めている。
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正な選挙により次の議長を決めることを求め
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　慣例を無視し、地方自治法に基づいたこと
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　続投に関しての理由が示されていないとい

う理不尽なことがあって良いか。続投の理由
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が必要ではないか。
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　不信任の理由は慣例を破ったからというこ
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長きに渡り法令違反をしてきたことに疑問を

感じていた。
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り、私は地方自治法に則った議長の任期の途

中であり、何ら違法なことは行っていない。
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は、私が議員になって以来、先輩議員から聞

いたことも書き記したものを見たこともな

い。慣例という曖昧なものを論拠に提案され

た決議案は、私の人生を左右しかねない大き

な問題の論拠としては脆弱すぎる。
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る。

　私のＳＮＳ・携帯電話・自宅の電話・役場に
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応援のメッセージが数多く届いているのが、
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これを容認することはできません。
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で行うということを発表して、文書配布した
が、議会の中で決めたわけではない。
　視察に行く場所、意味を皆さんと話し合い
ながら、了承をもらい決めていくべきであ
り、そういうことを無視してやる黒岩議長が
議長としてふさわしいのか疑問に思ってい
る。（議員で話し合い、北海道の行政視察を
行いました。）

◆黒岩巧議長の弁明

　議会の常識は世間の非常識などとやゆされ

るようなことは改めていかないと、とても住

民に開かれた議会、分かりやすい議会の実現

など、夢のまた夢に終わってしまうと危惧す

るところである。

　ブラックボックスの中で物事が決まるよう

なことや、旧態依然とした体制は改めていか

なければ、町のため、町民の皆さんのために

もならないと考えている。

　今回の私の決断は、熟慮に熟慮を重ねた結果

であり、何があっても、どんな逆風が吹こうと

も、決して退かず最後までやり抜く、私より上の

先輩世代、私たちの世代、私たちの下の世代、子

育て世代、若者世代、子供世代、全ての世代の

今後のために、今やれることをやるという不退

転の決意を持って臨んでいる。

　長野原町議会が町民に開かれたすばらしい

議会になることを願っています。
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⇒市町村等が行う仕事の一部を複数の市町村等が共同で行う

　目的で設立する団体のことです。
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い
事
項
を
調

査
・
審
査
す
る
委
員
会
で
す
。

�

委

員

長
　
土
屋
　
　
匡
　

副
委
員
長
　
杉
崎
　
能
久
　

委
　
　
員
　
冨
澤
　
重
男
　

委
　
　
員
　
黒
岩
　
　
巧
　

委
　
　
員
　
浅
沼
　
克
行
　

　
　

▼
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
主
に
、
産
業
経
済
や
商
工
観

光
、
地
域
振
興
、
土
木
建
設
、

道
路
河
川
、
上
下
水
道
に
関
す

る
事
項
を
調
査
・
審
査
す
る
委

員
会
で
す
。

�

委

員

長
　
牧
山
　
　
明
　

副
委
員
長
　
湯
本
　
宗
一
　

委
　
　
員
　
萩
原
　
広
美
　

委
　
　
員
　
星
河
　
明
彦
　

委
　
　
員
　
入
澤
　
信
夫
　

　
　

新たな町議会体制が決定

　
令
和
７
年
５
月
第
１
回
長
野

原
町
議
会
臨
時
会
が
５
月
９
日

（
金
）
に
開
催
さ
れ
、
任
期
満

了
に
伴
う
常
任
委
員
会
や
議
会

運
営
委
員
会
の
選
任
、
副
議
長

の
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
会
構
成

が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　
選
挙
の
結
果
、
新
副
議
長
に

入
澤
信
夫
議
員
が
就
任
し
ま
し

た
。
な
お
、
新
た
な
委
員
会
等

の
構
成
は
次
頁
の
と
お
り
で

す
。
（
敬
称
略
）

黒岩巧議長入澤信夫副議長

産業建設常任委員会 総務文教常任委員会



ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４４ ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４４７ ６
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　目的で設立する団体のことです。

新
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入
澤
信
夫
議
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が
就
任

副
議
長
就
任
の
ご
挨
拶

　副
議
長

　入
澤

　信
夫

　
議
員
各
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の
ご
推
挙
に
よ
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、
長
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選
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し
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の

上
な
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光
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責
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。
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。
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て
、
副
議
長
就
任
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挨
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と 

さ

せ
て
い
た
だ
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ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
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特
別
委
員
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議
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の
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で
付
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れ
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（
特
定
の
）
事
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を
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査
す
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委
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で
す
。
３
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の
特
別
委

員
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設
置
し
、
各
特
別
委
員
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し
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し

た
。

　
各
特
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�
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岩
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　�
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澤
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指定管理・町道認定・廃止

ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４４ ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４４９ ８

教育事務の委託・財産取得・行政報告・条例改正

教育事務

委託

令
和
８
年
４
月

六
合
中
生
徒
受
け
入
れ

財産
取得

除
雪
ド
ー
ザ
ー 

１
台
取
得

行政
報告

繰
越
事
業
経
費
に
つ
い
て

報
告
を
受
け
る

発議

長
野
原
町
議
会

  

傍
聴
規
則
の
一
部
改
正

　

　
　令
和
８
年
４
月
よ
り
、
中
之

条
町
六
合
地
区
の
中
学
生
を
長

野
原
中
学
校
に
受
け
入
れ
る
に

あ
た
り
、
教
育
事
務
の
管
理
及

び
執
行
を
受
託
す
る
た
め
、
教

育
事
務
規
約
を
全
員
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

　
　こ
の
規
約
で
は
、
委
託
事
務

に
係
る
経
費
負
担
や
算
出
方
法

な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

　降
雪
に
よ
る
町
道
の
除
雪
作

業
を
安
全
か
つ
迅
速
に
行
う
た

め
、
町
が
所
有
す
る
除
雪
車
の

う
ち
、
老
朽
化
が
著
し
い
一
台

に
つ
い
て
更
新
す
る
も
の
で
す
。

　６
月
議
会
定
例
会
初
日
（
３

日
）
に
令
和
６
年
度
一
般
会
計

及
び
２
事
業
会
計
予
算
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書
が
上
程
さ
れ
、

令
和
７
年
度
に
繰
り
越
す
事
業

経
費
な
ど
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

提
出
者

　浅
沼

　克
行
議
員

提
出
理
由

　社
会
情
勢
の
変
化

に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
住
民

に
開
か
れ
た
議
会
の
実
現
を
図

る
観
点
及
び
所
要
の
規
定
整
備

の
た
め
改
め
る
も
の
で
す
。

　主
な
改
正
点
は
、
標
準
傍
聴

規
則
に
あ
わ
せ
て
文
中
の
文
言

調
整
・
規
定
の
見
直
し
な
ど
を

す
る
も
の
で
す
。

■令和６年度各会計繰越明許費

■取得する財産

会計名

取得する財産

取得金額

契約の相手方

一般会計
価格高騰重点支援事業

（第４弾）
（計５事業）

配水管布設替工事
（計５事業）

第１水源電気室
改修工事

水道事業会計

浅間高原
水道事業会計

8369万2千円

1338万4千円

4015万円

繰越額（合計） 主な事業

除雪ドーザー１台

2233万円

コマツカスタマーサポート株式会社
群馬支店
支店長　藤田　巌

６月全員協議会の内容を紹介します

○
西
吾
妻
福
祉
病
院
の

　経
過
に
つ
い
て

　医
療
機
関
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
コ
ロ
ナ
禍
後
の
患
者
受
療
行

動
の
変
化
や
諸
物
価
の
高
騰
等
、

深
刻
な
情
勢
に
あ
る
中
、
地
域
の

中
核
病
院
と
し
て
、
安
定
的
な
救

急
医
療
の
確
保
や
、
他
施
設
及
び

他
医
療
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、

安
心
な
医
療
環
境
の
提
供
に
努
め

て
い
く
と
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

○
定
額
減
税
調
整
給
付
金

（
不
足
額
給
付
）
に
つ
い
て

　令
和
５
年
度
か
ら
国
の
交
付
金

に
よ
り
、
低
所
得
者
支
援
等
を
実

施
し
て
き
た
。
今
回
、
令
和
６
年

分
所
得
等
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ

り
本
来
支
給
す
べ
き
額
と
差
額
が

生
じ
た
者
に
対
し
て
、
不
足
額
を

支
給
す
る
と
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

【
報
告
事
項
・
そ
の
他
】

〇
国
民
保
護
計
画
に
つ
い
て

　武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国

民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す

る
法
律
第
35
条
に
基
づ
き
、
町
及

び
関
係
機
関
か
ら
な
る
長
野
原
町

国
民
保
護
協
議
会
に
諮
問
し
作
成

す
る
も
の
で
、
上
位
法
及
び
国
の

基
本
指
針
並
び
に
群
馬
県
国
民
保

護
計
画
と
全
面
改
訂
さ
れ
た
地
域

防
災
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
、

計
画
改
正
作
業
が
終
了
し
た
と
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

〇
各
地
域
振
興
施
設
の

　運
営
状
況
に
つ
い
て

　

　八
ッ
場
ダ
ム
関
連
事
業
に
よ
り

整
備
し
た
、
各
地
区
の
地
域
振
興

施
設
は
、
全
国
的
に
観
光
客
が
戻

り
つ
つ
あ
る
中
で
、
入
り
込
み
状

況
が
過
去
最
高
を
記
録
し
た
施
設

も
あ
り
、
明
る
い
話
題
も
出
て
き

た
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

▲ 定額減税調整給付金（不足額給付） ▲ ６月全員協議会

令和７年度
群馬県総合表彰を受賞
　令和７年５月16日（金）、群馬県総合表彰の表彰

式が群馬会館で開かれ、地方自治の分野におけるこ

れまでのご功績が認められ、本町議会より黒岩議長

が受賞されました。大変おめでとうございます。
▲ 表彰の伝達
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水道事業会計

浅間高原
水道事業会計

8369万2千円

1338万4千円

4015万円

繰越額（合計） 主な事業

除雪ドーザー１台

2233万円

コマツカスタマーサポート株式会社
群馬支店
支店長　藤田　巌

６月全員協議会の内容を紹介します

○
西
吾
妻
福
祉
病
院
の

　経
過
に
つ
い
て

　医
療
機
関
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
コ
ロ
ナ
禍
後
の
患
者
受
療
行

動
の
変
化
や
諸
物
価
の
高
騰
等
、

深
刻
な
情
勢
に
あ
る
中
、
地
域
の

中
核
病
院
と
し
て
、
安
定
的
な
救

急
医
療
の
確
保
や
、
他
施
設
及
び

他
医
療
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、

安
心
な
医
療
環
境
の
提
供
に
努
め

て
い
く
と
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

○
定
額
減
税
調
整
給
付
金

（
不
足
額
給
付
）
に
つ
い
て

　令
和
５
年
度
か
ら
国
の
交
付
金

に
よ
り
、
低
所
得
者
支
援
等
を
実

施
し
て
き
た
。
今
回
、
令
和
６
年

分
所
得
等
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ

り
本
来
支
給
す
べ
き
額
と
差
額
が

生
じ
た
者
に
対
し
て
、
不
足
額
を

支
給
す
る
と
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

【
報
告
事
項
・
そ
の
他
】

〇
国
民
保
護
計
画
に
つ
い
て

　武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国

民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す

る
法
律
第
35
条
に
基
づ
き
、
町
及

び
関
係
機
関
か
ら
な
る
長
野
原
町

国
民
保
護
協
議
会
に
諮
問
し
作
成

す
る
も
の
で
、
上
位
法
及
び
国
の

基
本
指
針
並
び
に
群
馬
県
国
民
保

護
計
画
と
全
面
改
訂
さ
れ
た
地
域

防
災
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
、

計
画
改
正
作
業
が
終
了
し
た
と
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

〇
各
地
域
振
興
施
設
の

　運
営
状
況
に
つ
い
て

　

　八
ッ
場
ダ
ム
関
連
事
業
に
よ
り

整
備
し
た
、
各
地
区
の
地
域
振
興

施
設
は
、
全
国
的
に
観
光
客
が
戻

り
つ
つ
あ
る
中
で
、
入
り
込
み
状

況
が
過
去
最
高
を
記
録
し
た
施
設

も
あ
り
、
明
る
い
話
題
も
出
て
き

た
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

▲ 定額減税調整給付金（不足額給付） ▲ ６月全員協議会

令和７年度
群馬県総合表彰を受賞
　令和７年５月16日（金）、群馬県総合表彰の表彰

式が群馬会館で開かれ、地方自治の分野におけるこ

れまでのご功績が認められ、本町議会より黒岩議長

が受賞されました。大変おめでとうございます。
▲ 表彰の伝達



問う考えを町の町の町の

一般質問

（12㌻）

（13㌻）

（14㌻）

（15㌻）

（16㌻）

（17㌻）

（18㌻）

杉崎　能久　議員 

星河　明彦　議員

萩原　広美　議員

冨澤　重男　議員

浅沼　克行　議員

牧山　　明　議員

湯本　宗一　議員

すぎざき

ほしかわ

はぎわら

とみざわ

あさぬま

まきやま

 ゆ  もと

ゆもと

よしひさ

   あきひこ

 ひろ  み

  しげ   お

   かつ ゆき

　　　あきら

　　そう いち   

移住施策について

持続可能な水道事業の推進に向けた町の施策について

高齢者等ゴミ出し支援

不祥事件と引責として次期不出馬について

地域の他の医療機関と連携して西吾妻福祉病院の拡充を

観光事業を通じた地域活性化について

あなたも議会を傍聴しませんかあなたも議会を傍聴しませんか

※発行日現在の予定

９月次
回
定
例
会

 ４ 日（木）
11 日（木）
18 日（木）

　議会定例・臨時会の様子はどなたで

も傍聴することができます。

　傍聴される方は、議会開催日に直接

議場までお越しください。受付簿に氏

名など必要事項を記入の上、傍聴して

ください。予約は不要で会議中の入退

室も自由です。

YouTubeで一般質問の様子を

ご覧いただけます

　一
般
質
問
と
は
。
議
員
が

町
長
な
ど
の
執
行
機
関
に
対

し
、
事
務
の
執
行
状
況
や
将

来
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
所

信
や
疑
問
を
た
だ
す
こ
と
。

報
告
や
説
明
を
求
め
る
こ
と

で
す
。

　６
月
定
例
会
で
７
人
の
議

員
が
登
壇
し
、
移
住
施
策
や

観
光
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
な

ど
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま

し
た
。

　こ
こ
で
は
、
質
問
と
答
え

を
要
約
し
た
内
容
（
12
㌻
か

ら
18
㌻
）
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

６月定例会（請願・陳情）６月定例会（請願・陳情）

　５月20日までに受理された請願・陳情は６月議会定例会

（３日）に各常任委員会へ付託され、審議されました。（詳

細下表）

■請願・陳情の審査結果一覧（総務文教常任委員会付託分）

小代地区消火栓設置に関する陳情

与喜屋地区内のカーブミラー補修についての陳情

件　　　　名

採択
（調査後対応）

採択

結　果

5号

7号

受理番号

応桑区長
萩原　裕男

与喜屋区長
萩原　榮治

与喜屋地区多目的集会施設の修繕についての陳情
採択

（３０％補助）

採択
（７５％補助）

8号

消火栓の新設や修繕について9号
北軽井沢区長
干川　寿雄

提　出　者

▲受理番号10 号　舗装補修についてのお願い
　（写真：町道10 ー14号線）

▲受理番号９号　消火栓の新設や修繕について
　（写真：老朽化のため開閉弁操作不可）

調査後対応、緊急性等区
長へ対応を投げかける

■請願・陳情の審査結果一覧（産業建設常任委員会付託分）

道路補修整備についての陳情

舗装補修についてのお願い

件　　　　名

一部採択

採択
（年度内実施）

結　果

6号

10号

受理番号

応桑区長
萩原　裕男

北軽井沢区長
干川　寿雄

提　出　者

穴埋め等の部分補修を
早急に実施し、全面補修
については次年度以降実
施に向け検討する

国は行政文書のペーパーレス化を推進していますが、
当町の取り組みと進捗について

ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４４ ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４４１１ １０
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し
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
リ

タ
ー
ン
、
金
銭
的
な
も
の
に

限
ら
ず
、
一
種
の
裁
量
や
信

頼
、
成
長
の
機
会
を
提
供
す

る
必
要
が
あ
る
。
持
続
可
能

な
地
域
と
い
う
の
は
、
今
あ

る
資
源
が
次
の
資
源
を
生
み

出
す
と
い
う
好
循
環
が
成
立

し
て
い
る
状
態
だ
。
町
に
骨

を
う
ず
め
た
い
と
思
え
る
仕

掛
け
は
、
今
住
ん
で
い
る

我
々
が
用
意
す
る
必
要
が
あ

る
。
ど
ん
な
人
を
町
に
呼
び

た
い
の
か
を
明
確
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
町
長
　
ま
さ
に
オ
ー

　
　
　
ク
ワ
テ
ラ
ス
が
そ
う

だ
が
、
世
代
を
超
え
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
り
、
情
報

が
集
ま
る
場
所
を
築
い
て
い

き
た
い
。
浅
間
高
原
に
対
し

て
、
愛
情
や
誇
り
の
あ
る
方

た
ち
と
未
来
の
構
想
を
作
り

上
げ
、
誰
も
が
笑
顔
に
な
れ

る
よ
う
な
拠
点
を
北
軽
井
沢

に
作
っ
て
い
く
。
移
住
者
の

代
表
と
し
て
、
誇
ら
し
い
足

跡
を
杉
崎
議
員
が
残
さ
れ
て

い
く
こ
と
を
、
期
待
申
し
上

げ
た
い
。

し
て
き
た
。
議
員
が
言
う
よ

う
に
、
人
材
を
待
つ
の
で
は

な
く
、
こ
ち
ら
か
ら
出
向
く

こ
と
は
今
後
も
継
続
し
て
い

き
た
い
。
い
か
に
国
や
県
の

金
を
獲
得
し
て
、
こ
の
町
に

生
き
金
と
し
て
投
入
し
て
い

く
か
を
議
員
皆
さ
ん
と
言
葉

を
交
わ
し
て
形
に
し
て
い
き

た
い
。

　
あ
え
て
言
わ
せ
て
頂
き
た

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
最
近

移
住
し
て
き
た
人
が
議
会
の

度
に
新
聞
沙
汰
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
議
会
の
様
子
を

見
れ
ば
嫌
に
な
っ
て
し
ま
う

と
思
う
。
こ
れ
は
移
住
者
の

み
な
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
町

民
が
議
会
に
対
し
て
が
っ
か

り
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
議
員
の
皆
さ
ん
の

行
動
が
町
民
の
幸
せ
に
繋
が

る
と
は
到
底
思
え
ま
せ
ん
。

ど
う
か
移
住
者
を
含
め
町
民

の
幸
せ
を
一
番
に
考
え
行
動

し
て
頂
き
た
い
。
移
住
者
に

と
っ
て
一
番
必
要
な
こ
と
は
、

お
金
で
は
な
く
、
受
け
入
れ

る
側
の
我
々
の
意
識
や
愛
情

だ
と
思
う
。

　
　
　
本
気
で
地
域
に
関

　
　
　
わ
っ
て
欲
し
い
の
で

あ
れ
ば
、
長
野
原
町
で
挑
戦

　
　
　
国
は
地
方
移
住
者
を

　
　
　
増
や
す
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。
長
野
原
町
も
移

住
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
そ

の
後
の
定
住
促
進
案
は
具
体

性
に
欠
け
る
。
移
住
を
本
気

で
勧
め
た
い
の
で
あ
れ
ば
暮

ら
し
を
支
え
る
施
策
と
体
制

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
が
町

長
の
考
え
は
。

　
　
　
町
長
　
町
に
対
す
る

　
　
　
愛
着
や
誇
り
と
い
っ

た
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸

成
が
重
要
で
あ
り
、
生
き
る

力
を
育
む
町
を
、
長
野
原
町

に
関
係
す
る
皆
様
と
と
も
に

作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　
人
口
が
増
え
て
い
る

　
　
　
地
域
は
子
育
て
世
代

へ
の
支
援
に
重
点
的
に
資
金

を
投
入
し
て
い
る
。
財
政
状

況
が
厳
し
い
の
な
ら
、
条
例

を
見
直
し
て
新
た
な
財
源
制

度
を
立
ち
上
げ
る
と
か
、
以

前
も
質
問
し
た
よ
う
に
、
予

考えを問う町の

移住施策について

『
生
き
る
力
を
育
む
町
』

算
の
縛
り
に
捉
わ
れ
な
い
新

た
な
子
育
て
の
基
金
を
創
設

し
て
み
て
は
ど
う
か
。
継
続

的
で
実
効
性
の
あ
る
取
り
組

み
が
あ
れ
ば
、
地
域
の
人
口

回
復
に
も
繋
が
る
の
で
は
。

　
ま
た
、
移
住
の
施
策
に
関

し
て
は
優
秀
な
人
や
企
業
に

選
ば
れ
る
必
要
も
あ
る
が
、

町
長
自
ら
欲
し
い
人
材
に
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
の
も
あ
り
。

本
気
度
を
伝
え
る
こ
と
が
重

要
。
本
気
の
人
の
周
り
に
は

本
気
の
人
が
集
ま
る
。
そ
う

す
れ
ば
町
全
体
が
前
向
き
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
満
た
さ
れ
て

い
く
。
子
育
て
世
代
と
、
自

治
体
や
地
域
側
が
自
分
た
ち

で
連
携
す
る
相
手
へ
の
Ｐ
Ｒ

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　
町
長
　
受
け
入
れ
る

　
　
　
我
々
の
行
動
や
意
識

を
高
め
て
い
く
こ
と
が
一
番

重
要
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊

出
身
で
役
場
の
職
員
に
な
っ

た
職
員
が
い
る
が
彼
は
、
私

が
京
都
ま
で
行
っ
て
面
接
を

ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４４ ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４４１３ １２

　
　
　
現
状
で
は
漏
水
箇
所

　
　
　
の
修
理
な
ど
、
対
処

療
法
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
印

象
で
す
。
管
路
の
位
置
を
正

確
に
把
握
し
、
予
防
的
な
処

置
へ
と
展
開
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
町
長
　
こ
こ
10
年
間

　
　
　
で
財
政
状
況
も
改
善

し
て
お
り
、
今
年
度
は
3
億

7
0
0
0
万
円
を
一
般
会
計

か
ら
水
道
事
業
へ
投
入
し
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
計
画
を

立
て
て
も
翌
日
に
は
前
提
が

変
わ
る
よ
う
な
現
場
状
況
で

あ
り
、
そ
の
中
で
日
々
対
応

を
し
て
い
ま
す
。

②
人
口
減
少
を
見
据
え
た

　
経
営
健
全
策
に
つ
い
て

　
　
　
経
営
安
定
化
に
向
け
、

　
　
　
事
業
統
合
や
広
域
連

携
の
検
討
状
況
、
ま
た
水
道

料
金
体
系
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
。

　
　
　
令
和
７
年
度
の
水
道

　
　
　
事
業
で
は
、
営
業
損

出
が
1
7
4
3
万
7
千
円

（
減
価
償
却
費
は
除
く
）
で

あ
る
一
方
、
電
気
代
が
2
2

5
7
万
2
千
円
で
す
。
電
気

代
を
削
減
で
き
れ
ば
営
業
利

益
が
見
込
め
ま
す
。
さ
ら
に
、

余
剰
電
力
の
売
電
が
可
能
に

な
れ
ば
、
基
本
料
金
の
無
料

化
も
視
野
に
入
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
現
在
の
電

灯
料
金
は
年
間
約
2
０
０
万

円
で
す
。
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
導
入
な
ど

出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る

べ
き
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
町
長
　
以
前
の
調
査

　
　
　
で
は
効
果
が
見
込
め

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
近
年
の

技
術
革
新
を
踏
ま
え
れ
ば
、

再
評
価
の
価
値
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
特
に
水
道

管
路
の
高
低
差
を
利
用
し
た

小
水
力
発
電
は
有
効
と
考
え

て
お
り
、
今
後
の
導
入
可
能

性
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
国

の
制
度
変
更
や
設
備
更
新
費

用
の
増
加
を
踏
ま
え
、
現
時

点
で
は
変
更
の
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
　
　
町
長
　
現
在
、
吾
妻

　
　
　
圏
域
で
薬
剤
の
共
同

購
入
や
水
質
検
査
の
共
同
実

施
が
始
ま
っ
て
お
り
、
今
後

は
広
域
連
携
推
進
協
議
会
の

設
立
も
視
野
に
検
討
し
て
い

ま
す
。
水
道
料
金
の
適
正
化

に
つ
い
て
も
、
経
営
戦
略
の

中
で
再
評
価
し
て
い
き
ま
す
。

③
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
策
に

つ
い
て

　
　
　
水
道
施
設
に
か
か
る

　
　
　
電
気
代
は
年
間
2
2

0
0
万
円
と
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
い
ま
す
。
太
陽
光
発

電
や
小
型
水
力
発
電
を
導
入

す
る
こ
と
で
、
コ
ス
ト
削
減

が
図
れ
る
と
考
え
ま
す
が
、

町
と
し
て
の
対
策
は
。

　
　
　
町
長
　
先
進
地
の
事

　
　
　
例
を
参
考
に
、
施
設

の
統
廃
合
や
設
備
の
合
理
化

を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

官
民
連
携
の
強
化
や
ス
マ
ー

ト
メ
ー
タ
ー
導
入
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
施
設
更
新
に
か
か
る
多
大

な
費
用
、
電
力
な
ど
の
運
営

コ
ス
ト
、
そ
し
て
料
金
収
入

減
少
を
背
景
に
、
水
道
事
業

の
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る

に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
工

夫
と
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

３
点
質
問
致
し
ま
す
。

①
施
設
更
新
・
耐
震
化
の
今

　
後
の
整
備
方
針
に
つ
い
て

　
　
　
老
朽
化
し
た
施
設
の

　
　
　
更
新
や
耐
震
化
の
進

捗
状
況
、
今
後
の
整
備
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
財
源
確
保
の
見

通
し
は
ど
う
か
。

　
　
　
町
長
　
昨
年
の
大
規

　
　
　
模
断
水
を
受
け
、
中

部
簡
易
水
道
や
配
水
池
な
ど

緊
急
度
の
高
い
施
設
か
ら
順

次
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

財
源
に
つ
い
て
は
、
過
疎
債

の
活
用
な
ど
も
含
め
、
段
階

的
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

持続可能な水道事業の推進に向けた
町の取組について

安
全
で
良
質
な
水
道
の
供
給

星河　明彦　議員
ほしかわ あきひこ

考えを問う町の

※一般質問は質問者の責任で編集されています。 ※一般質問は質問者の責任で編集されています。 杉崎　能久　議員
よしひさすぎさき



し
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
リ

タ
ー
ン
、
金
銭
的
な
も
の
に

限
ら
ず
、
一
種
の
裁
量
や
信

頼
、
成
長
の
機
会
を
提
供
す

る
必
要
が
あ
る
。
持
続
可
能

な
地
域
と
い
う
の
は
、
今
あ

る
資
源
が
次
の
資
源
を
生
み

出
す
と
い
う
好
循
環
が
成
立

し
て
い
る
状
態
だ
。
町
に
骨

を
う
ず
め
た
い
と
思
え
る
仕

掛
け
は
、
今
住
ん
で
い
る

我
々
が
用
意
す
る
必
要
が
あ

る
。
ど
ん
な
人
を
町
に
呼
び

た
い
の
か
を
明
確
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
町
長
　
ま
さ
に
オ
ー

　
　
　
ク
ワ
テ
ラ
ス
が
そ
う

だ
が
、
世
代
を
超
え
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
り
、
情
報

が
集
ま
る
場
所
を
築
い
て
い

き
た
い
。
浅
間
高
原
に
対
し

て
、
愛
情
や
誇
り
の
あ
る
方

た
ち
と
未
来
の
構
想
を
作
り

上
げ
、
誰
も
が
笑
顔
に
な
れ

る
よ
う
な
拠
点
を
北
軽
井
沢

に
作
っ
て
い
く
。
移
住
者
の

代
表
と
し
て
、
誇
ら
し
い
足

跡
を
杉
崎
議
員
が
残
さ
れ
て

い
く
こ
と
を
、
期
待
申
し
上

げ
た
い
。

し
て
き
た
。
議
員
が
言
う
よ

う
に
、
人
材
を
待
つ
の
で
は

な
く
、
こ
ち
ら
か
ら
出
向
く

こ
と
は
今
後
も
継
続
し
て
い

き
た
い
。
い
か
に
国
や
県
の

金
を
獲
得
し
て
、
こ
の
町
に

生
き
金
と
し
て
投
入
し
て
い

く
か
を
議
員
皆
さ
ん
と
言
葉

を
交
わ
し
て
形
に
し
て
い
き

た
い
。

　
あ
え
て
言
わ
せ
て
頂
き
た

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
最
近

移
住
し
て
き
た
人
が
議
会
の

度
に
新
聞
沙
汰
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
議
会
の
様
子
を

見
れ
ば
嫌
に
な
っ
て
し
ま
う

と
思
う
。
こ
れ
は
移
住
者
の

み
な
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
町

民
が
議
会
に
対
し
て
が
っ
か

り
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
議
員
の
皆
さ
ん
の

行
動
が
町
民
の
幸
せ
に
繋
が

る
と
は
到
底
思
え
ま
せ
ん
。

ど
う
か
移
住
者
を
含
め
町
民

の
幸
せ
を
一
番
に
考
え
行
動

し
て
頂
き
た
い
。
移
住
者
に

と
っ
て
一
番
必
要
な
こ
と
は
、

お
金
で
は
な
く
、
受
け
入
れ

る
側
の
我
々
の
意
識
や
愛
情

だ
と
思
う
。

　
　
　
本
気
で
地
域
に
関

　
　
　
わ
っ
て
欲
し
い
の
で

あ
れ
ば
、
長
野
原
町
で
挑
戦

　
　
　
国
は
地
方
移
住
者
を

　
　
　
増
や
す
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。
長
野
原
町
も
移

住
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
そ

の
後
の
定
住
促
進
案
は
具
体

性
に
欠
け
る
。
移
住
を
本
気

で
勧
め
た
い
の
で
あ
れ
ば
暮

ら
し
を
支
え
る
施
策
と
体
制

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
が
町

長
の
考
え
は
。

　
　
　
町
長
　
町
に
対
す
る

　
　
　
愛
着
や
誇
り
と
い
っ

た
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸

成
が
重
要
で
あ
り
、
生
き
る

力
を
育
む
町
を
、
長
野
原
町

に
関
係
す
る
皆
様
と
と
も
に

作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　
人
口
が
増
え
て
い
る

　
　
　
地
域
は
子
育
て
世
代

へ
の
支
援
に
重
点
的
に
資
金

を
投
入
し
て
い
る
。
財
政
状

況
が
厳
し
い
の
な
ら
、
条
例

を
見
直
し
て
新
た
な
財
源
制

度
を
立
ち
上
げ
る
と
か
、
以

前
も
質
問
し
た
よ
う
に
、
予

考えを問う町の

移住施策について

『
生
き
る
力
を
育
む
町
』

算
の
縛
り
に
捉
わ
れ
な
い
新

た
な
子
育
て
の
基
金
を
創
設

し
て
み
て
は
ど
う
か
。
継
続

的
で
実
効
性
の
あ
る
取
り
組

み
が
あ
れ
ば
、
地
域
の
人
口

回
復
に
も
繋
が
る
の
で
は
。

　
ま
た
、
移
住
の
施
策
に
関

し
て
は
優
秀
な
人
や
企
業
に
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ば
れ
る
必
要
も
あ
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が
、

町
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に
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あ
り
。
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と
が
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周
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は
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エ
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ル
ギ
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で
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た
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て
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く
。
子
育
て
世
代
と
、
自

治
体
や
地
域
側
が
自
分
た
ち

で
連
携
す
る
相
手
へ
の
Ｐ
Ｒ

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　
町
長
　
受
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入
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る

　
　
　
我
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の
行
動
や
意
識

を
高
め
て
い
く
こ
と
が
一
番

重
要
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊

出
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で
役
場
の
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に
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っ
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職
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が
彼
は
、
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京
都
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接
を
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に
と
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ま
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す
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管
路
の
位
置
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正
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に
把
握
し
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予
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的
な
処

置
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展
開
す
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き
で
は
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こ
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10
年
間

　
　
　
で
財
政
状
況
も
改
善

し
て
お
り
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今
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万
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般
会
計
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ら
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道
事
業
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投
入
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い
ま
す
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た
だ
し
、
計
画
を
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て
も
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に
は
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提
が
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る
よ
う
な
現
場
状
況
で

あ
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の
中
で
日
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ま
す
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。
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ま
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例
を
参
考
に
、
施
設

の
統
廃
合
や
設
備
の
合
理
化

を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

官
民
連
携
の
強
化
や
ス
マ
ー

ト
メ
ー
タ
ー
導
入
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
施
設
更
新
に
か
か
る
多
大

な
費
用
、
電
力
な
ど
の
運
営

コ
ス
ト
、
そ
し
て
料
金
収
入

減
少
を
背
景
に
、
水
道
事
業

の
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る

に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
工

夫
と
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

３
点
質
問
致
し
ま
す
。

①
施
設
更
新
・
耐
震
化
の
今

　
後
の
整
備
方
針
に
つ
い
て

　
　
　
老
朽
化
し
た
施
設
の

　
　
　
更
新
や
耐
震
化
の
進

捗
状
況
、
今
後
の
整
備
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
財
源
確
保
の
見

通
し
は
ど
う
か
。

　
　
　
町
長
　
昨
年
の
大
規

　
　
　
模
断
水
を
受
け
、
中

部
簡
易
水
道
や
配
水
池
な
ど

緊
急
度
の
高
い
施
設
か
ら
順

次
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

財
源
に
つ
い
て
は
、
過
疎
債

の
活
用
な
ど
も
含
め
、
段
階

的
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

持続可能な水道事業の推進に向けた
町の取組について

安
全
で
良
質
な
水
道
の
供
給

星河　明彦　議員
ほしかわ あきひこ

考えを問う町の

※一般質問は質問者の責任で編集されています。 ※一般質問は質問者の責任で編集されています。 杉崎　能久　議員
よしひさすぎさき



が
っ
て
お
り
、
該
当
さ
れ
る

方
が
64
世
帯
以
上
あ
る
と
伺

い
共
有
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

　
　
　
ビ
ス
は
他
町
村
で
は

あ
ま
り
な
い
本
当
に
良
い

サ
ー
ビ
ス
だ
と
思
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
と
も
利
用
し
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
広
域
で
行
っ
て
い
る
処
理

場
の
計
画
が
大
き
な
転
換
点

に
な
り
ま
す
が
、
完
成
す
る

頃
に
は
、
今
よ
り
も
っ
と
ゴ

ミ
出
し
が
困
難
な
方
が
増
え

て
い
く
だ
ろ
う
と
懸
念
い
た

し
ま
す
。
そ
れ
に
は
地
域
の

力
や
ボ
ラ
ン
タ
リ
ズ
ム
、
支

え
合
う
心
と
い
う
の
が
必
要

不
可
欠
に
な
っ
て
く
る
は
ず

で
す
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

構
想
に
盛
り
込
ん
で
い
く
べ

き
事
案
で
あ
り
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
ゴ
ミ
を
出

せ
る
環
境
を
整
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

け
の
世
帯
で
あ
れ
ば
、
食
事

の
事
、
掃
除
、
買
い
物
が
介

護
認
定
を
受
け
て
ヘ
ル
パ
ー

を
頼
ん
だ
時
と
同
額
程
度
で

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
実
験
的

に
行
っ
て
い
る
ゴ
ミ
出
し
支

援
も
あ
り
ま
す
が
、
デ
リ

ケ
ー
ト
の
部
分
も
あ
り
、
あ

ま
り
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い

の
が
実
状
で
す
。
だ
か
ら
こ

そ
近
所
や
地
域
の
共
助
の
精

神
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
大

事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
24
時
間
、
曜
日
関
係
な
く

持
ち
込
め
る
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
増
設
等
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。
令
和
12
年
に
新

し
く
町
村
が
共
同
設
置
す
る

焼
却
場
が
で
き
ま
す
。
ゴ
ミ

の
出
し
方
や
ゴ
ミ
出
し
支
援

を
含
め
同
時
に
考
え
て
い
く

良
い
機
会
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
　
　
要
支
援
以
上
で
な
い

　
　
　
と
使
え
な
い
と
思
っ

て
い
た
の
は
私
の
勉
強
不
足

で
す
。
北
軽
井
沢
区
で
も
ゴ

ミ
出
し
支
援
の
話
が
持
ち
上

　
　
　
町
長
は
高
齢
に
な
っ

　
　
　
て
も
指
1
本
で
物
資

等
が
自
宅
ま
で
届
け
ら
れ
る

話
を
さ
れ
ま
す
が
、
ゴ
ミ
に

対
し
て
は
そ
の
よ
う
に
行
き

ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
詳
細
を

省
略
し
ま
す
が
、
高
齢
化
に

伴
い
車
の
運
転
が
で
き
な
い

方
や
一
人
暮
ら
し
の
方
、
体

調
の
す
ぐ
れ
な
い
時
等
で
、

ゴ
ミ
の
回
収
場
所
ま
で
距
離

が
あ
る
た
め
大
変
な
思
い
を

さ
れ
て
い
る
と
言
う
話
を
よ

く
耳
に
し
ま
す
。
そ
の
方
々

に
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
支

援
策
が
あ
る
の
か
お
伺
い
し

ま
す
。

　
　
　
町
長

　ゴ
ミ
出
し
に

　
　
　
対
し
て
苦
労
し
て
い

る
の
は
重
要
な
課
題
と
認
識

し
て
お
り
、
ゴ
ミ
出
し
の
支

援
だ
け
で
は
な
い
で
す
が
、

に
し
あ
が
つ
ま
福
祉
会
に
家

事
全
般
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

考えを問う町の

高齢者等ゴミ出し支援

地
域
住
民
同
士
の
「
共
助
」
が
軸

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

行
政
に
よ
る
公
助
だ
け
で
な

く
、
地
域
住
民
同
士
の
共
助

が
軸
と
な
り
支
援
の
持
続
可

能
性
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

再
構
築
に
大
き
く
貢
献
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
北
軽
井
沢
に
は
19
か

　
　
　
所
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
が
あ
り
ま
す
が
、
24
時
間

持
ち
込
み
可
能
な
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
新
設
の
考
え

は
あ
り
ま
す
か
。
時
々
ご
み

捨
て
を
頼
ま
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
曜
日
、
時
間
を

考
え
ず
に
持
ち
込
み
可
能
で

あ
れ
ば
双
方
助
か
り
ま
す
。

　
　
　
町
長

　ホ
ー
ム
ヘ
ル

　
　
　
プ
サ
ー
ビ
ス
は
長
野

原
町
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
、

概
ね
65
歳
以
上
の
高
齢
者
だ

ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４４ ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４４１５ １４

の
再
逮
捕
に
つ
い
て
は
、
警

察
に
よ
る
内
部
及
び
外
部
捜

査
の
結
果
、
立
件
に
は
至
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
刑
事
責
任
に
つ
い

て
は
、
町
は
全
面
的
に
捜
査

へ
協
力
し
て
お
り
、
現
在
も

刑
事
裁
判
の
結
果
が
出
て
い

な
い
状
況
の
た
め
、
事
件
の

全
容
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト

は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
　
　
副
町
長
の
処
遇
、
対

　
　
　
応
に
つ
い
て
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、
人

材
の
育
成
と
の
理
由
で
町
長

肝
い
り
で
任
命
い
た
し
ま
し

た
。
任
期
は
ま
だ
あ
る
と
思

料
い
た
し
ま
す
が
、
行
動
を

共
に
す
る
な
ど
の
ケ
ー
ス
も

あ
る
よ
う
で
す
が
、
本
人
の

意
志
を
尊
重
す
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　
　
　
町
長
　
副
町
長
は
任

　
　
　
期
が
定
ま
っ
て
お
り
、

も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
が
申

し
上
げ
た
い
。

　
例
え
ば
冨
澤
議
員
が
萩
原

町
政
の
反
対
派
の
議
員
で

あ
っ
た
と
し
た
ら
、
世
間
で

は
私
に
対
し
て
町
長
を
辞
め

な
い
で
く
れ
と
い
う
、
慰
留

す
る
声
が
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
れ
を
阻
止
す

る
た
め
の
行
動
で
あ
れ
ば
合

点
が
い
き
ま
す
。
逆
に
議
員

が
次
期
不
出
馬
発
言
の
撤
回

を
促
し
て
い
る
の
だ
と
し
た

ら
、
融
和
を
目
指
し
て
い
る

冨
澤
議
員
の
発
言
と
し
て
、

そ
れ
も
理
解
で
き
ま
す
。
現

に
冨
澤
議
員
以
外
の
６
名
の

議
員
か
ら
は
撤
回
や
慰
留
を

促
す
言
葉
を
頂
い
て
い
る
。

今
回
の
質
問
に
は
本
当
に
困

惑
し
て
い
る
。
冨
澤
議
員
は

す
ぐ
に
で
も
私
が
辞
職
し
な

け
れ
ば
納
得
し
な
い
の
か
？

そ
れ
と
も
来
期
も
町
長
を
続

け
て
そ
の
責
任
を
町
長
と
し

て
ま
っ
と
う
し
ろ
と
言
い
た

い
の
か
？
い
ず
れ
に
し
て
も

人
生
の
先
輩
と
し
て
『
も
う

一
度
し
っ
か
り
考
え
ろ
』
と

い
う
助
言
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
、
今
回
は
受
け
止
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
と
2
年
弱
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
に
対
し
て
こ
の
私

が
意
見
を
述
べ
る
場
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
控
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
副
町
長
の
研
修
費
と

　
　
　
し
て
20
数
万
円
の
予

算
が
承
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

1
年
間
勉
強
し
て
い
た
だ
き
、

無
駄
の
な
い
よ
う
に
生
か
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
事
件
に
つ
い
て
は
、
全
容

が
解
明
さ
れ
た
ら
報
告
す
る

と
話
が
あ
っ
た
が
、
6
カ
月

経
つ
が
進
行
の
具
合
が
は
っ

き
り
し
な
い
た
め
尋
ね
ま
し

た
。
ま
た
、
新
た
な
事
実
が

生
じ
た
場
合
に
は
新
た
な
責

任
問
題
が
出
て
く
る
た
め
質

問
し
ま
し
た
。

　
　
　
町
長
　
今
回
の
質
問

　
　
　
は
、
そ
の
意
図
が
全

く
つ
か
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
事
件
の
こ
と
は
、
全
容
が

わ
か
ら
な
い
の
で
懇
談
会
等

で
議
員
の
皆
さ
ん
に
は
説
明

し
て
き
た
。
判
決
後
も
説
明

す
る
と
言
っ
て
い
た
。
）
議

員
の
質
問
の
意
図
が
つ
か
め

な
い
の
で
、
感
想
の
よ
う
な

　
　
　
昨
年
、
12
月
定
例
議

　
　
　
会
冒
頭
不
祥
事
件
発

生
の
責
任
を
取
り
、
次
期
町

長
選
に
出
馬
せ
ず
、
任
期
満

了
に
て
退
く
と
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。
首
長
の
発
言
で

す
。
大
変
重
み
の
あ
る
こ
と

と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。
ト

ナ
ー
横
流
し
事
件
は
ほ
ぼ
解

明
さ
れ
、
再
発
防
止
策
も
示

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
入
札

工
事
発
注
で
の
不
正
支
出
事

件
は
資
料
押
収
さ
れ
、
未
解

決
と
の
事
で
し
た
。
「
全
容

解
明
」
「
原
因
の
究
明
」

「
再
発
防
止
策
」
な
ど
重
要

な
責
務
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。

　
町
民
へ
の
説
明
、
議
会
へ

の
報
告
な
ど
、
ど
の
よ
う
な

お
考
え
な
の
か
質
問
い
た
し

ま
す
。
又
新
た
な
責
任
な
ど

は
生
じ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　

　
　
　
町
長
　
建
設
工
事
の

　
　
　
変
更
契
約
に
係
る
公

金
詐
欺
容
疑
に
よ
る
元
職
員

不祥事件と引責として
次期不出馬について

再
発
及
び
予
防
に
努
め
て
い
く

冨澤　重男　議員
とみざわ しげお

考えを問う町の

※一般質問は質問者の責任で編集されています。 ※一般質問は質問者の責任で編集されています。 萩原　広美　議員
はぎわら ひろみ



が
っ
て
お
り
、
該
当
さ
れ
る

方
が
64
世
帯
以
上
あ
る
と
伺

い
共
有
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

　
　
　
ビ
ス
は
他
町
村
で
は

あ
ま
り
な
い
本
当
に
良
い

サ
ー
ビ
ス
だ
と
思
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
と
も
利
用
し
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
広
域
で
行
っ
て
い
る
処
理

場
の
計
画
が
大
き
な
転
換
点

に
な
り
ま
す
が
、
完
成
す
る

頃
に
は
、
今
よ
り
も
っ
と
ゴ

ミ
出
し
が
困
難
な
方
が
増
え

て
い
く
だ
ろ
う
と
懸
念
い
た

し
ま
す
。
そ
れ
に
は
地
域
の

力
や
ボ
ラ
ン
タ
リ
ズ
ム
、
支

え
合
う
心
と
い
う
の
が
必
要

不
可
欠
に
な
っ
て
く
る
は
ず

で
す
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

構
想
に
盛
り
込
ん
で
い
く
べ

き
事
案
で
あ
り
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
ゴ
ミ
を
出

せ
る
環
境
を
整
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

け
の
世
帯
で
あ
れ
ば
、
食
事

の
事
、
掃
除
、
買
い
物
が
介

護
認
定
を
受
け
て
ヘ
ル
パ
ー

を
頼
ん
だ
時
と
同
額
程
度
で

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
実
験
的

に
行
っ
て
い
る
ゴ
ミ
出
し
支

援
も
あ
り
ま
す
が
、
デ
リ

ケ
ー
ト
の
部
分
も
あ
り
、
あ

ま
り
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い

の
が
実
状
で
す
。
だ
か
ら
こ

そ
近
所
や
地
域
の
共
助
の
精

神
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
大

事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
24
時
間
、
曜
日
関
係
な
く

持
ち
込
め
る
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
増
設
等
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。
令
和
12
年
に
新

し
く
町
村
が
共
同
設
置
す
る

焼
却
場
が
で
き
ま
す
。
ゴ
ミ

の
出
し
方
や
ゴ
ミ
出
し
支
援

を
含
め
同
時
に
考
え
て
い
く

良
い
機
会
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
　
　
要
支
援
以
上
で
な
い

　
　
　
と
使
え
な
い
と
思
っ

て
い
た
の
は
私
の
勉
強
不
足

で
す
。
北
軽
井
沢
区
で
も
ゴ

ミ
出
し
支
援
の
話
が
持
ち
上

　
　
　
町
長
は
高
齢
に
な
っ

　
　
　
て
も
指
1
本
で
物
資

等
が
自
宅
ま
で
届
け
ら
れ
る

話
を
さ
れ
ま
す
が
、
ゴ
ミ
に

対
し
て
は
そ
の
よ
う
に
行
き

ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
詳
細
を

省
略
し
ま
す
が
、
高
齢
化
に

伴
い
車
の
運
転
が
で
き
な
い

方
や
一
人
暮
ら
し
の
方
、
体

調
の
す
ぐ
れ
な
い
時
等
で
、

ゴ
ミ
の
回
収
場
所
ま
で
距
離

が
あ
る
た
め
大
変
な
思
い
を

さ
れ
て
い
る
と
言
う
話
を
よ

く
耳
に
し
ま
す
。
そ
の
方
々

に
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
支

援
策
が
あ
る
の
か
お
伺
い
し

ま
す
。

　
　
　
町
長

　ゴ
ミ
出
し
に

　
　
　
対
し
て
苦
労
し
て
い

る
の
は
重
要
な
課
題
と
認
識

し
て
お
り
、
ゴ
ミ
出
し
の
支

援
だ
け
で
は
な
い
で
す
が
、

に
し
あ
が
つ
ま
福
祉
会
に
家

事
全
般
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

考えを問う町の

高齢者等ゴミ出し支援

地
域
住
民
同
士
の
「
共
助
」
が
軸

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

行
政
に
よ
る
公
助
だ
け
で
な

く
、
地
域
住
民
同
士
の
共
助

が
軸
と
な
り
支
援
の
持
続
可

能
性
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

再
構
築
に
大
き
く
貢
献
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
北
軽
井
沢
に
は
19
か

　
　
　
所
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
が
あ
り
ま
す
が
、
24
時
間

持
ち
込
み
可
能
な
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
新
設
の
考
え

は
あ
り
ま
す
か
。
時
々
ご
み

捨
て
を
頼
ま
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
曜
日
、
時
間
を

考
え
ず
に
持
ち
込
み
可
能
で

あ
れ
ば
双
方
助
か
り
ま
す
。

　
　
　
町
長

　ホ
ー
ム
ヘ
ル

　
　
　
プ
サ
ー
ビ
ス
は
長
野

原
町
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
、

概
ね
65
歳
以
上
の
高
齢
者
だ

ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４４ ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４４１５ １４

の
再
逮
捕
に
つ
い
て
は
、
警

察
に
よ
る
内
部
及
び
外
部
捜

査
の
結
果
、
立
件
に
は
至
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
刑
事
責
任
に
つ
い

て
は
、
町
は
全
面
的
に
捜
査

へ
協
力
し
て
お
り
、
現
在
も

刑
事
裁
判
の
結
果
が
出
て
い

な
い
状
況
の
た
め
、
事
件
の

全
容
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト

は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
　
　
副
町
長
の
処
遇
、
対

　
　
　
応
に
つ
い
て
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、
人

材
の
育
成
と
の
理
由
で
町
長

肝
い
り
で
任
命
い
た
し
ま
し

た
。
任
期
は
ま
だ
あ
る
と
思

料
い
た
し
ま
す
が
、
行
動
を

共
に
す
る
な
ど
の
ケ
ー
ス
も

あ
る
よ
う
で
す
が
、
本
人
の

意
志
を
尊
重
す
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　
　
　
町
長
　
副
町
長
は
任

　
　
　
期
が
定
ま
っ
て
お
り
、

も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
が
申

し
上
げ
た
い
。

　
例
え
ば
冨
澤
議
員
が
萩
原

町
政
の
反
対
派
の
議
員
で

あ
っ
た
と
し
た
ら
、
世
間
で

は
私
に
対
し
て
町
長
を
辞
め

な
い
で
く
れ
と
い
う
、
慰
留

す
る
声
が
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
れ
を
阻
止
す

る
た
め
の
行
動
で
あ
れ
ば
合

点
が
い
き
ま
す
。
逆
に
議
員

が
次
期
不
出
馬
発
言
の
撤
回

を
促
し
て
い
る
の
だ
と
し
た

ら
、
融
和
を
目
指
し
て
い
る

冨
澤
議
員
の
発
言
と
し
て
、

そ
れ
も
理
解
で
き
ま
す
。
現

に
冨
澤
議
員
以
外
の
６
名
の

議
員
か
ら
は
撤
回
や
慰
留
を

促
す
言
葉
を
頂
い
て
い
る
。

今
回
の
質
問
に
は
本
当
に
困

惑
し
て
い
る
。
冨
澤
議
員
は

す
ぐ
に
で
も
私
が
辞
職
し
な

け
れ
ば
納
得
し
な
い
の
か
？

そ
れ
と
も
来
期
も
町
長
を
続

け
て
そ
の
責
任
を
町
長
と
し

て
ま
っ
と
う
し
ろ
と
言
い
た

い
の
か
？
い
ず
れ
に
し
て
も

人
生
の
先
輩
と
し
て
『
も
う

一
度
し
っ
か
り
考
え
ろ
』
と

い
う
助
言
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
、
今
回
は
受
け
止
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
と
2
年
弱
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
に
対
し
て
こ
の
私

が
意
見
を
述
べ
る
場
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
控
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
副
町
長
の
研
修
費
と

　
　
　
し
て
20
数
万
円
の
予

算
が
承
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

1
年
間
勉
強
し
て
い
た
だ
き
、

無
駄
の
な
い
よ
う
に
生
か
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
事
件
に
つ
い
て
は
、
全
容

が
解
明
さ
れ
た
ら
報
告
す
る

と
話
が
あ
っ
た
が
、
6
カ
月

経
つ
が
進
行
の
具
合
が
は
っ

き
り
し
な
い
た
め
尋
ね
ま
し

た
。
ま
た
、
新
た
な
事
実
が

生
じ
た
場
合
に
は
新
た
な
責

任
問
題
が
出
て
く
る
た
め
質

問
し
ま
し
た
。

　
　
　
町
長
　
今
回
の
質
問

　
　
　
は
、
そ
の
意
図
が
全

く
つ
か
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
事
件
の
こ
と
は
、
全
容
が

わ
か
ら
な
い
の
で
懇
談
会
等

で
議
員
の
皆
さ
ん
に
は
説
明

し
て
き
た
。
判
決
後
も
説
明

す
る
と
言
っ
て
い
た
。
）
議

員
の
質
問
の
意
図
が
つ
か
め

な
い
の
で
、
感
想
の
よ
う
な

　
　
　
昨
年
、
12
月
定
例
議

　
　
　
会
冒
頭
不
祥
事
件
発

生
の
責
任
を
取
り
、
次
期
町

長
選
に
出
馬
せ
ず
、
任
期
満

了
に
て
退
く
と
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。
首
長
の
発
言
で

す
。
大
変
重
み
の
あ
る
こ
と

と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。
ト

ナ
ー
横
流
し
事
件
は
ほ
ぼ
解

明
さ
れ
、
再
発
防
止
策
も
示

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
入
札

工
事
発
注
で
の
不
正
支
出
事

件
は
資
料
押
収
さ
れ
、
未
解

決
と
の
事
で
し
た
。
「
全
容

解
明
」
「
原
因
の
究
明
」

「
再
発
防
止
策
」
な
ど
重
要

な
責
務
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。

　
町
民
へ
の
説
明
、
議
会
へ

の
報
告
な
ど
、
ど
の
よ
う
な

お
考
え
な
の
か
質
問
い
た
し

ま
す
。
又
新
た
な
責
任
な
ど

は
生
じ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　

　
　
　
町
長
　
建
設
工
事
の

　
　
　
変
更
契
約
に
係
る
公

金
詐
欺
容
疑
に
よ
る
元
職
員

不祥事件と引責として
次期不出馬について

再
発
及
び
予
防
に
努
め
て
い
く

冨澤　重男　議員
とみざわ しげお

考えを問う町の

※一般質問は質問者の責任で編集されています。 ※一般質問は質問者の責任で編集されています。 萩原　広美　議員
はぎわら ひろみ



う
と
、
今
の
私
の
技
術
で
は

出
来
な
い
。
議
会
に
お
い
て

勉
強
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
町
長
　
政
治
家
で
あ

　
　
　
れ
ば
、
議
員
が
ア
ナ

ロ
グ
人
間
で
あ
っ
て
も
努
力

を
し
て
、
出
来
る
ん
だ
と
い

う
こ
と
を
示
し
て
い
く
べ
き
。

議
会
が
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け

て
進
ん
で
い
く
こ
と
も
町
民

に
対
し
て
の
良
い
発
信
に
な

る
。議

長
補
足

去
年
6
月
よ
り
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
導
入
し
た
が
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
扱
い
に

慣
れ
る
ま
で
当
面
は
紙

の
予
算
書
、
決
算
書
を

用
意
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
決
め
た
。
期
間
を

定
め
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
議
会
内
で
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え

動
き
出
し
て
い
る
九
州
の
事

業
所
を
視
察
予
定
で
あ
る
。

群
馬
県
全
体
の
行
政
文
書
を

電
子
化
す
る
拠
点
を
町
へ
誘

致
と
い
う
こ
と
ま
で
視
野
に

入
れ
動
き
た
い
。

　
議
会
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導

入
し
て
か
ら
１
年
以
上
経
ち

ま
す
が
、
未
だ
に
紙
と
デ
ジ

タ
ル
の
両
方
を
提
供
し
、
以

前
よ
り
も
不
効
率
に
な
っ
て

い
る
。
９
月
議
会
か
ら
完
全

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
出
来
る
よ

う
に
議
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
県
全
体
の
拠
点
を
町

　
　
　
へ
誘
致
と
い
っ
た
実

現
出
来
た
ら
す
ば
ら
し
い
、

期
待
し
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ

ル
化
に
つ
い
て
は
役
場
だ
け

の
こ
と
で
は
な
く
町
民
の
皆

様
に
も
理
解
し
て
頂
き
地
域

全
体
で
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ

る
。

決
算
書
等
の
膨
大
な
書
類
を

全
て
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
紙
と

同
じ
よ
う
に
で
き
る
か
と
い

　
　
　
平
成
31
年
3
月
に
国

　
　
　
は
、
行
政
文
書
の
電

子
的
管
理
に
つ
い
て
の
基
本

的
な
方
針
を
策
定
し
、
紙
か

ら
電
子
へ
の
転
換
の
考
え
を

打
ち
出
し
た
。
行
政
文
書
電

子
化
の
取
り
組
み
が
広
が
り

つ
つ
あ
る
中
に
お
い
て
町
の

取
り
組
み
と
進
捗
状
況
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

　
　
　
町
長
　
当
町
に
お
い

　
　
　
て
、
過
去
の
紙
文
書

は
管
理
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、

保
存
場
所
な
ど
の
管
理
を

行
っ
て
い
る
が
、
デ
ジ
タ
ル

化
に
つ
い
て
は
、
費
用
対
効

果
の
精
査
や
実
施
計
画
の
策

定
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
今
後
、
今
和

7
年
度
施
政
方
針
の
目
標
で

掲
げ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
化
の

推
進
と
と
も
に
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
を
浸
透
さ
せ
、
町
民
皆

様
が
便
利
と
感
じ
て
い
た
だ

考えを問う町の

国は行政文書のペーパーレス化を
推進していますが、当町の取り組みと
進捗について

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
と
と
も
に

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
をけ

る
事
業
を
拡
充
さ
せ
て
い

く
。

　
　
　
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の

　
　
　
一
番
の
必
要
性
は
莫

大
な
紙
を
保
存
、
管
理
、
そ

し
て
長
期
に
渡
る
維
持
管
理

の
問
題
で
あ
る
。

　
共
同
電
算
化
事
業
の
よ
う

に
広
域
で
連
携
す
れ
ば
、
予

算
が
圧
縮
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。
町
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
よ
り
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
も
広
域
で
考
え
て
も
ら

い
た
い
。

　
　
　
町
長
　
こ
れ
か
ら
の

　
　
　
行
政
文
書
を
デ
ジ
タ

ル
化
に
す
る
動
き
は
出
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
の
町
で
保

管
し
て
い
る
行
政
文
書
の
デ

ジ
タ
ル
化
は
進
ん
で
い
な
い
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
は
外
部
委
託

し
か
な
い
と
考
え
て
い
る
。

行
政
文
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

共同電算化事業とは

⇒吾妻６町村で同一シムテム利用やパソコン等の購入をすることで、

　スケールメリットにより大幅な経費の削減を図る事業

ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４４ ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４４１７ １６

考
え
る
。
新
た
に
福
祉
病
院

が
か
ら
ま
つ
荘
と
の
入
院
連

携
を
開
始
。
ま
た
群
馬
大
学

附
属
病
院
と
救
急
医
療
と
し

て
は
、
県
内
初
の
導
入
と

な
っ
た
診
療
シ
ス
テ
ム
G
ス

ペ
ー
ス
を
活
用
し
た
連
携
が

行
わ
れ
て
お
り
専
門
医
に
よ

る
診
断
や
診
療
サ
ポ
ー
ト
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
受
け
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た
。
産
後

ケ
ア
事
業
で
は
、
助
産
師
等

の
専
門
的
知
見
に
よ
り
心
身

の
ケ
ア
や
育
児
サ
ポ
ー
ト
相

談
な
ど
を
提
供
し
、
産
後
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ

う
他
機
関
と
の
連
携
を
行
っ

て
い
る
。
他
機
関
と
の
連
携

を
進
め
る
こ
と
は
、
今
後
の

病
院
経
営
に
と
っ
て
重
要
な

フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
る
。

　
　
　
福
祉
病
院
が
74
床
。

　
　
　
町
内
の
他
の
医
療
機

関
が
入
院
受
け
入
れ
を
休
止

し
た
こ
と
で
福
祉
病
院
に
入

　
　
　
福
祉
病
院
を
ま
ず
拡

　
　
　
充
し
て
経
営
を
健
全

化
で
き
、
患
者
数
も
増
え
て

い
く
状
況
に
持
っ
て
い
く
。

高
齢
者
の
多
い
こ
の
地
域
で

は
整
形
外
科
の
常
勤
医
が
い

る
こ
と
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
の
仕
事
も
増
え
る

と
思
う
。

　
　
　
町
長
　
管
理
者
と
し

　
　
　
て
こ
こ
で
申
し
上
げ

る
こ
と
は
限
ら
れ
て
し
ま
う

が
、
町
長
と
し
て
言
う
の
で

あ
れ
ば
、
へ
き
地
診
療
所
と

の
連
携
は
積
極
的
に
進
め
る

べ
き
だ
し
、
良
い
方
法
や
ア

イ
デ
ア
が
必
ず
あ
る
と
信
じ

て
い
る
。

　
福
祉
病
院
が
な
け
れ
ば
コ

ロ
ナ
渦
を
乗
り
越
え
る
こ
と

は
出
来
な
か
っ
た
。
改
め
て
、

こ
の
病
院
は
地
域
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
る
こ

と
を
再
認
識
し
て
い
る
。
町

民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
そ

う
思
え
る
病
院
に
し
て
い
き

た
い
。

院
を
希
望
す
る
人
が
増
え
て

く
る
の
で
は
な
い
か
。
も
う

一
つ
の
問
題
は
、
以
前
の
よ

う
な
療
養
病
床
が
無
い
の
で
、

医
療
的
な
治
療
の
必
要
で
な

く
な
っ
た
方
が
次
ど
こ
で
療

養
す
る
か
。
遠
方
の
受
け
入

れ
可
能
な
病
院
か
、
在
宅
か

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
在
宅

で
療
養
す
る
に
は
訪
問
介
護

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
訪
問
介
護
の
報
酬
引
き

下
げ
で
訪
問
介
護
を
行
う
事

業
者
が
全
国
的
に
減
っ
て
い

る
と
聞
く
。
今
後
福
祉
病
院

を
充
実
さ
せ
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
構
築
に
は
最
後
ど

こ
で
療
養
す
る
か
も
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
町
長
　
福
祉
病
院
の

　
　
　
一
番
の
存
在
意
義
は

救
急
だ
。
救
急
は
莫
大
な
お

金
が
か
か
る
が
４
ケ
町
村
は

覚
悟
を
持
っ
て
守
っ
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
も
共
有
し
て

い
る
。
日
赤
病
院
と
の
さ
ら

な
る
連
携
も
必
要
。
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る

時
、
福
祉
病
院
が
拠
点
と
な

る
こ
と
を
確
信
す
る
。

　
　
　
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
の

　
　
　
難
し
さ
や
診
療
報
酬

の
据
え
置
き
引
き
下
げ
か
ら

入
院
患
者
の
受
け
入
れ
を
休

止
す
る
中
、
町
内
で
は
、
西

吾
妻
福
祉
病
院
（
以
下
「
福

祉
病
院
」
と
い
う
。
）
が
唯

一
入
院
の
受
け
入
れ
の
で
き

る
病
院
と
な
っ
た
。

　
地
域
の
医
療
を
量
的
質
的

に
も
維
持
拡
充
し
て
い
く
た

め
に
、
地
域
の
他
の
医
療
機

関
と
の
連
携
が
不
可
欠
と
考

え
る
。
福
祉
病
院
の
方
針
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
、
病
院
管
理
者
で
あ

る
町
長
の
考
え
は
。

　
　
　
町
長
　
昨
年
11
月
末 

　
　
　
を
も
っ
て
町
内
の
医

療
法
人
が
入
院
を
休
床
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
入
院
を
受

け
入
れ
ら
れ
る
の
は
福
祉
病

院
の
み
と
な
っ
た
。
地
域
の

中
核
病
院
と
し
て
の
役
割
が

さ
ら
に
高
ま
り
つ
つ
あ
る
と

地域の他の医療機関と連携して
西吾妻福祉病院組合の拡充を

他
医
療
機
関
と
の
連
携
を
進
め
る
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う
と
、
今
の
私
の
技
術
で
は

出
来
な
い
。
議
会
に
お
い
て

勉
強
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
町
長
　
政
治
家
で
あ

　
　
　
れ
ば
、
議
員
が
ア
ナ

ロ
グ
人
間
で
あ
っ
て
も
努
力

を
し
て
、
出
来
る
ん
だ
と
い

う
こ
と
を
示
し
て
い
く
べ
き
。

議
会
が
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け

て
進
ん
で
い
く
こ
と
も
町
民

に
対
し
て
の
良
い
発
信
に
な

る
。議

長
補
足

去
年
6
月
よ
り
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
導
入
し
た
が
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
扱
い
に

慣
れ
る
ま
で
当
面
は
紙

の
予
算
書
、
決
算
書
を

用
意
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
決
め
た
。
期
間
を

定
め
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
議
会
内
で
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え

動
き
出
し
て
い
る
九
州
の
事

業
所
を
視
察
予
定
で
あ
る
。

群
馬
県
全
体
の
行
政
文
書
を

電
子
化
す
る
拠
点
を
町
へ
誘

致
と
い
う
こ
と
ま
で
視
野
に

入
れ
動
き
た
い
。

　
議
会
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導

入
し
て
か
ら
１
年
以
上
経
ち

ま
す
が
、
未
だ
に
紙
と
デ
ジ

タ
ル
の
両
方
を
提
供
し
、
以

前
よ
り
も
不
効
率
に
な
っ
て

い
る
。
９
月
議
会
か
ら
完
全

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
出
来
る
よ

う
に
議
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
県
全
体
の
拠
点
を
町

　
　
　
へ
誘
致
と
い
っ
た
実

現
出
来
た
ら
す
ば
ら
し
い
、

期
待
し
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ

ル
化
に
つ
い
て
は
役
場
だ
け

の
こ
と
で
は
な
く
町
民
の
皆

様
に
も
理
解
し
て
頂
き
地
域

全
体
で
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ

る
。

決
算
書
等
の
膨
大
な
書
類
を

全
て
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
紙
と

同
じ
よ
う
に
で
き
る
か
と
い

　
　
　
平
成
31
年
3
月
に
国

　
　
　
は
、
行
政
文
書
の
電

子
的
管
理
に
つ
い
て
の
基
本

的
な
方
針
を
策
定
し
、
紙
か

ら
電
子
へ
の
転
換
の
考
え
を

打
ち
出
し
た
。
行
政
文
書
電

子
化
の
取
り
組
み
が
広
が
り

つ
つ
あ
る
中
に
お
い
て
町
の

取
り
組
み
と
進
捗
状
況
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

　
　
　
町
長
　
当
町
に
お
い

　
　
　
て
、
過
去
の
紙
文
書

は
管
理
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、

保
存
場
所
な
ど
の
管
理
を

行
っ
て
い
る
が
、
デ
ジ
タ
ル

化
に
つ
い
て
は
、
費
用
対
効

果
の
精
査
や
実
施
計
画
の
策

定
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
今
後
、
今
和

7
年
度
施
政
方
針
の
目
標
で

掲
げ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
化
の

推
進
と
と
も
に
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
を
浸
透
さ
せ
、
町
民
皆

様
が
便
利
と
感
じ
て
い
た
だ

考えを問う町の

国は行政文書のペーパーレス化を
推進していますが、当町の取り組みと
進捗について

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
と
と
も
に

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
をけ

る
事
業
を
拡
充
さ
せ
て
い

く
。

　
　
　
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の

　
　
　
一
番
の
必
要
性
は
莫

大
な
紙
を
保
存
、
管
理
、
そ

し
て
長
期
に
渡
る
維
持
管
理

の
問
題
で
あ
る
。

　
共
同
電
算
化
事
業
の
よ
う

に
広
域
で
連
携
す
れ
ば
、
予

算
が
圧
縮
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。
町
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
よ
り
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
も
広
域
で
考
え
て
も
ら

い
た
い
。

　
　
　
町
長
　
こ
れ
か
ら
の

　
　
　
行
政
文
書
を
デ
ジ
タ

ル
化
に
す
る
動
き
は
出
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
の
町
で
保

管
し
て
い
る
行
政
文
書
の
デ

ジ
タ
ル
化
は
進
ん
で
い
な
い
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
は
外
部
委
託

し
か
な
い
と
考
え
て
い
る
。

行
政
文
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

共同電算化事業とは

⇒吾妻６町村で同一シムテム利用やパソコン等の購入をすることで、

　スケールメリットにより大幅な経費の削減を図る事業

ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４４ ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４４１７ １６

考
え
る
。
新
た
に
福
祉
病
院

が
か
ら
ま
つ
荘
と
の
入
院
連

携
を
開
始
。
ま
た
群
馬
大
学

附
属
病
院
と
救
急
医
療
と
し

て
は
、
県
内
初
の
導
入
と

な
っ
た
診
療
シ
ス
テ
ム
G
ス

ペ
ー
ス
を
活
用
し
た
連
携
が

行
わ
れ
て
お
り
専
門
医
に
よ

る
診
断
や
診
療
サ
ポ
ー
ト
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
受
け
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た
。
産
後

ケ
ア
事
業
で
は
、
助
産
師
等

の
専
門
的
知
見
に
よ
り
心
身

の
ケ
ア
や
育
児
サ
ポ
ー
ト
相

談
な
ど
を
提
供
し
、
産
後
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ

う
他
機
関
と
の
連
携
を
行
っ

て
い
る
。
他
機
関
と
の
連
携

を
進
め
る
こ
と
は
、
今
後
の

病
院
経
営
に
と
っ
て
重
要
な

フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
る
。

　
　
　
福
祉
病
院
が
74
床
。

　
　
　
町
内
の
他
の
医
療
機

関
が
入
院
受
け
入
れ
を
休
止

し
た
こ
と
で
福
祉
病
院
に
入

　
　
　
福
祉
病
院
を
ま
ず
拡

　
　
　
充
し
て
経
営
を
健
全

化
で
き
、
患
者
数
も
増
え
て

い
く
状
況
に
持
っ
て
い
く
。

高
齢
者
の
多
い
こ
の
地
域
で

は
整
形
外
科
の
常
勤
医
が
い

る
こ
と
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
の
仕
事
も
増
え
る

と
思
う
。

　
　
　
町
長
　
管
理
者
と
し

　
　
　
て
こ
こ
で
申
し
上
げ

る
こ
と
は
限
ら
れ
て
し
ま
う

が
、
町
長
と
し
て
言
う
の
で

あ
れ
ば
、
へ
き
地
診
療
所
と

の
連
携
は
積
極
的
に
進
め
る

べ
き
だ
し
、
良
い
方
法
や
ア

イ
デ
ア
が
必
ず
あ
る
と
信
じ

て
い
る
。

　
福
祉
病
院
が
な
け
れ
ば
コ

ロ
ナ
渦
を
乗
り
越
え
る
こ
と

は
出
来
な
か
っ
た
。
改
め
て
、

こ
の
病
院
は
地
域
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
る
こ

と
を
再
認
識
し
て
い
る
。
町

民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
そ

う
思
え
る
病
院
に
し
て
い
き

た
い
。

院
を
希
望
す
る
人
が
増
え
て

く
る
の
で
は
な
い
か
。
も
う

一
つ
の
問
題
は
、
以
前
の
よ

う
な
療
養
病
床
が
無
い
の
で
、

医
療
的
な
治
療
の
必
要
で
な

く
な
っ
た
方
が
次
ど
こ
で
療

養
す
る
か
。
遠
方
の
受
け
入

れ
可
能
な
病
院
か
、
在
宅
か

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
在
宅

で
療
養
す
る
に
は
訪
問
介
護

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
訪
問
介
護
の
報
酬
引
き

下
げ
で
訪
問
介
護
を
行
う
事

業
者
が
全
国
的
に
減
っ
て
い

る
と
聞
く
。
今
後
福
祉
病
院

を
充
実
さ
せ
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
構
築
に
は
最
後
ど

こ
で
療
養
す
る
か
も
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
町
長
　
福
祉
病
院
の

　
　
　
一
番
の
存
在
意
義
は

救
急
だ
。
救
急
は
莫
大
な
お

金
が
か
か
る
が
４
ケ
町
村
は

覚
悟
を
持
っ
て
守
っ
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
も
共
有
し
て

い
る
。
日
赤
病
院
と
の
さ
ら

な
る
連
携
も
必
要
。
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る

時
、
福
祉
病
院
が
拠
点
と
な

る
こ
と
を
確
信
す
る
。

　
　
　
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
の

　
　
　
難
し
さ
や
診
療
報
酬

の
据
え
置
き
引
き
下
げ
か
ら

入
院
患
者
の
受
け
入
れ
を
休

止
す
る
中
、
町
内
で
は
、
西

吾
妻
福
祉
病
院
（
以
下
「
福

祉
病
院
」
と
い
う
。
）
が
唯

一
入
院
の
受
け
入
れ
の
で
き

る
病
院
と
な
っ
た
。

　
地
域
の
医
療
を
量
的
質
的

に
も
維
持
拡
充
し
て
い
く
た

め
に
、
地
域
の
他
の
医
療
機

関
と
の
連
携
が
不
可
欠
と
考

え
る
。
福
祉
病
院
の
方
針
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
、
病
院
管
理
者
で
あ

る
町
長
の
考
え
は
。

　
　
　
町
長
　
昨
年
11
月
末 

　
　
　
を
も
っ
て
町
内
の
医

療
法
人
が
入
院
を
休
床
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
入
院
を
受

け
入
れ
ら
れ
る
の
は
福
祉
病

院
の
み
と
な
っ
た
。
地
域
の

中
核
病
院
と
し
て
の
役
割
が

さ
ら
に
高
ま
り
つ
つ
あ
る
と

地域の他の医療機関と連携して
西吾妻福祉病院組合の拡充を

他
医
療
機
関
と
の
連
携
を
進
め
る
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町
長
　
長
野
原
町
は

　
　
　
こ
れ
ま
で
、
通
過
点

の
よ
う
に
言
わ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
今
は
違
う
。
場
所

に
よ
っ
て
は
、
目
的
地
化
し

て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ

こ
で
働
い
て
い
る
人
が
、
当

時
者
意
識
や
愛
情
・
誇
り
を

持
っ
て
や
っ
た
結
果
が
今
に

繋
が
っ
て
い
る
。

　
長
野
原
町
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
く
こ
と
。
そ
れ
は
私
が

先
頭
切
っ
て
汗
を
流
し
、

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
し

て
尽
力
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
町
長
　
観
光
に
と
っ

　
　
　
て
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
行
政
が
掲
げ
て
、
と
い
う

の
が
い
い
の
か
、
、
、
。
そ

う
い
う
事
を
考
え
た
と
き
に
、

民
間
が
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
た

こ
と
に
対
し
、
行
政
が
ど
の

よ
う
な
手
助
け
が
で
き
る
の

か
。
と
い
う
こ
と
の
方
が
、

観
光
事
業
は
成
功
す
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 

人
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
。

ま
さ
に
観
光
で
稼
げ
る
人
。

観
光
で
、
こ
の
地
域
を
潤
わ

す
こ
と
が
で
き
る
人
を
育
て

て
い
く
こ
と
が
、
結
果
的
に
、

こ
の
町
の
観
光
産
業
を
育
て

る
こ
と
に
繋
が
る
。

　
　
　
長
野
原
町
は
観
光
客

　
　
　
の
通
過
点
と
感
じ
る
。

長
野
原
町
に
立
ち
止
ま
っ
て

観
光
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ

と
が
大
事
。
も
っ
と
も
っ
と

町
の
魅
力
を
P
R
す
る
な
ど

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
も
心
要
で

あ
り
、
大
事
な
こ
と
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
町
長
は
５
年
先
、
10

　
　
　
年
先
の
将
来
を
見
据

え
た
中
で
、
観
光
事
業
を
通

じ
た
地
域
活
性
化
の
取
り
組

み
や
構
想
な
ど
、
ど
の
よ
う

に
進
め
よ
う
と
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
　
町
長
　
一
つ
に
施
政

　
　
　
方
針
で
述
べ
た
浅
間

高
原
未
来
構
想
が
あ
げ
ら
れ

る
。
そ
れ
は
、
一
昨
年
に
北
軽

井
沢
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
取
得

し
た
こ
と
に
よ
り
、
住
民
セ

ン
タ
ー
や
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

ホ
ー
ル
も
一
体
的
に
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
施
し
て
い
く
。

そ
し
て
、
観
光
客
の
た
め
の

拠
点
施
設
と
し
て
考
え
る
こ

と
は
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る

が
、
地
域
の
野
菜
農
家
や
酪

農
家
の
皆
様
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
最
大
限
引
き
出
せ
る
拠

点
で
あ
り
た
い
し
、
こ
れ
が

地
域
活
性
化
に
繋
が
る
も
の

長野原町ってすばらしい町です。
観光事業を通じた地域活性化に
ついて

浅
間
高
原
未
来
構
想

と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
観
光
ス
タ
イ
ル
の

発
信
と
教
育
旅
行
の
誘
致
を

掲
げ
、
そ
の
重
要
な
一
躍
を

担
っ
て
い
る
の
が
つ
な
ぐ
カ

ン
パ
ニ
ー
な
が
の
は
ら
、
で

あ
る
。

　
　
　
浅
間
高
原
未
来
構
想
。

　
　
　
す
ば
ら
し
い
構
想
で

あ
る
。
町
の
発
展
の
た
め
、

町
民
の
皆
様
の
た
め
に
も
、

ぜ
ひ
、
実
現
し
て
ほ
し
い
。

　
ま
た
、
一
方
で
、
活
気
や

活
力
を
失
っ
て
い
る
地
区
や

地
域
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地

区
・
地
域
を
元
気
に
さ
せ
る

た
め
の
施
策
・
構
想
は
考
え

て
い
る
の
か
。

ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４４ ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１４４１９ １８

考えを問う町の

※一般質問は質問者の責任で編集されています。 湯本　宗一　議員
ゆもと そういち

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
は
、

7
月
11
日
（
金
）
に
教
育
委

員
会
委
員
や
町
当
局
合
同
に

よ
る
管
内
教
育
施
設
等
の
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
務
調
査
は
町
内
学

校
な
ど
を
訪
問
し
、
経
営
方

針
の
確
認
や
教
育
現
場
に
お

け
る
問
題
・
要
望
な
ど
の
視

察
調
査
を
行
う
も
の
で
す
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、
浅
間

小
学
校
で
は
高
学
年
に
教
科

担
任
制
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、

　
県
内
で
も
先
進
的
な
取
り

組
み
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
複
数
の
教
師
が
児
童
を

多
角
的
に
理
解
し
、
よ
り
き

め
細
や
か
な
指
導
や
中
学
校

の
教
科
担
任
制
に
慣
れ
る
こ

と
で
、
中
学
校
へ
の
ス
ム
ー

ズ
な
移
行
が
期
待
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
各
学
校
の
様
子
は
次
の
と

お
り
で
す
。

委

員

長
　
土
屋
　
　
匡

副
委
員
長
　
杉
崎
　
能
久

委
　
　
員
　
冨
澤
　
重
男

　
　
　
　
　
黒
岩
　
　
巧

　
　
　
　
　
浅
沼
　
克
行

総
務
文
教
常
任
委
員
会

合
同
所
管
事
務
調
査

委員会
活動

▲中央こども園で説明を受ける様子

▲応桑こども園

▲中央こども園 ▲浅間小学校

▲中央小学校 ▲長野原中学校

議会（委員会）活動報告
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表紙：議会構成が変更になりました

　
本
号
も
最
後
ま
で
お
読
み
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
日
々
の
暮

ら
し
に
直
結
す
る
議
会
の
動
き
を
、
少
し

で
も
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
た
な
ら

幸
い
で
す
。
引
き
続
き
、
住
民
の
皆
さ
ま

の
声
を
大
切
に
、
議
会
活
動
の
「
見
え
る

化
」
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も
ご

意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

杉
崎
　
能
久

委
員
長

　入
澤

　信
夫

委

　員

　星
河

　明
彦

　
　
　
　杉
崎

　能
久

　
　
　
　湯
本

　宗
一

広報委員

小口資金等融資審査会

令和７年５月第１回長野原町議会臨時会

大阪・関西万博に関する自治体向け研修

神奈川県大井町議会行政視察受入れ

長野原町農畜産物ブランド化推進業務委託

プロポーザル審査会

北軽井沢観光協会第51回通常総会

議会運営委員会

吾妻郡町村議会議長会定例総会

吾妻郡町村議会議長会情報交換会

八ッ場ダム点検大放流フェス

アサマミーティング

全国町村議会議長会主催町村議長・副議長研修会

上信自動車道建設促進期成同盟会会計監査

国道292号バイパス建設促進期成同盟会会計監査

吾妻林業振興協会会計監査

群馬県町村議会議長会理事会

臨時総会及び町村議会議長・事務局長研修会

社会福祉協議会理事会

令和７年度第１回共同募金運営委員会

9日

12～13日

14日

21日

22日

23日

24日

25日

27日

28日

29日

30日

議会行政視察

小口資金等融資審査会

議会運営委員会

議員懇談会

ホームステイ歓迎会

総務文教常任委員会所管事務調査

長野原町議会全員協議会

令和７年７月第２回長野原町議会臨時会

群馬県町村議会議長会理事会

群馬県町村議会議長会役員懇談会

広報編集員会

1～4日

8日

11日

15日

25日

29日

５月

長野原町議会全員協議会

令和７年６月第２回長野原町議会定例会

令和７年６月第２回長野原町議会定例会２日目

吾妻郡租税教育推進協議会定期総会

吾妻振興局懇談会

令和７年吾妻広域町村圏振興整備組合議会

令和７年度吾妻郡林業振興協会総会

令和７年度吾妻郡郷土緑化推進委員会通常総会

群馬県市町村振興協会定時評議員会

国道146号軽井沢バイパス建設等期成同盟会総会

社会を明るくする運動長野原町推進委員会

田村家合同葬儀

長野原町民政委員推薦会

西吾妻環境衛生施設組合議会

西吾妻環境施設組合議会

第２回西吾妻福祉病院組合管理運営協議会

令和７年６月第１回西吾妻福祉病院組合議会臨時会

にしあがつま福祉会評議員会

3日

13日

16日

19日

23日

24日

25日

29日

30日

６月

７月

議会の主な活動 議員や議会は何してるの？という声を聞きます。

ここでは、議員や議会の主な活動状況をお知らせします。議会の主な活動 議員や議会は何してるの？という声を聞きます。

ここでは、議員や議会の主な活動状況をお知らせします。

表紙の写真
令和７年５月臨時会にお
いて議会構成が変更と
なり、議員全員及び町長
の集合写真です。

編集後記

お詫びと訂正
議会だよりNo.143におきまして、下記のとおり訂正し、

お詫び申し上げます。

報酬額（年額）
階級名

班　長

団　員

改正前  

40,000円

30,000円

改正後  

50,000円

36,500円

報酬額（年額）
階級名

班　長

改正前  

40,000円

改正後  

36,500円

〔4頁 各階級の年額報酬〕


